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研
究
ノ
ー
ト現

代
中
国
文
学
に
見
る
テ
キ
ス
ト
修
訂―

阿

『
風
雨
楼
文
輯
』
校
勘
序
論―

関
根　

謙

一
、
は
じ
め
に―
問
題
の
所
在

　

一
九
六
七
年
三
月
二
一
日
、
阿
）
1
（

は
失
意
と
憤
怒
の
中
で
、
病
魔
に
冒
さ
れ
天
津
監
獄
の
独
房
で
亡
く
な
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
は
そ

の
四
〇
周
忌
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
筆
者
が
胡
風
事
件
と
阿

を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
か
ら
も
す
で
に
二
〇
年
近
く
の
年
月
が
流
れ
て

い
る
。
こ
の
間
、
阿

の
遺
稿
で
あ
る
「
南
京
」
を
半
世
紀
ぶ
り
に
『
南
京
慟
哭
』
と
し
て
翻
訳
刊
行
は
し
た
も
の
の
、
そ
の
ほ
か
に

は
自
信
を
も
っ
て
語
り
う
る
も
の
は
な
く
、
在
天
の
阿

に
申
し
訳
な
い
思
い
を
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。

　

ま
た
筆
者
は
阿

の
遺
児
陳
沛
氏
の
協
力
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
見
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
す
ら
き
ち
ん
と
し
た
形

で
世
に
出
せ
な
い
ま
ま
こ
の
四
〇
周
忌
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
。
振
り
返
れ
ば
自
ら
の
怠
惰
と
無
能
に
恥
じ
入
る
ば
か
り
で
あ
る
が
、
自

分
自
身
を
叱
咤
し
て
阿

研
究
を
再
構
築
す
る
た
め
に
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
阿

の
エ
ッ
セ
ー
集
『
風
雨
楼
文
輯
』）

2
（

の
テ
キ
ス
ト

ク
リ
テ
ィ
ー
ク
を
は
じ
め
て
み
た
い
と
思
う
。
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二
、
過
去
の
改
変
の
例
か
ら

　

阿

「
文
輯
」
を
問
題
に
す
る
前
に
、
現
代
中
国
文
学
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
の
意
義
に
つ
い
て
、
考
え
て
お
き
た
い
。

　

現
代
中
国
文
学
研
究
者
に
と
っ
て
本
文
批
判
と
い
う
作
業
次
元
は
、
あ
ら
ゆ
る
研
究
の
基
礎
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
文

字
の
国
「
中
国
」
が
、
想
像
を
絶
す
る
文
字
の
獄―

言
論
抑
圧
の
歴
史
の
中
に
あ
る
と
い
う
こ
と
と
離
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
で
は

な
い
。
ま
た
、
近
代
の
印
刷
技
術
の
黎
明
期
か
ら
発
展
期
を
一
気
に
駆
け
抜
け
て
い
っ
た
中
国
出
版
界
に
は
、
多
く
の
初
歩
的
技
術
上

の
間
違
い
が
あ
っ
て
、
そ
の
訂
正
の
た
め
に
、
本
文
訂
正
の
必
要
が
生
じ
た
と
い
う
事
実
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
近
代
以

降
海
外
の
文
明
思
潮
を
急
速
に
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
中
国
文
学
界
に
は
、
文
体
自
体
が
大
き
く
揺
れ
動
い
て
お
り
、
そ

の
た
め
後
の
編
集
過
程
で
文
字
に
対
す
る
修
正
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
い
う
点
も
無
視
で
き
な
い
。

１
、
雑
誌
「
新
月
」
の
例
１

　

以
上
の
情
況
を
踏
ま
え
て
、
具
体
的
な
テ
キ
ス
ト
改
変
の
例
を
見
て
お
こ
う
。
私
た
ち
は
そ
の
好
個
の
例
を
、
一
九
二
八
年
に
創
刊

さ
れ
た
文
芸
雑
誌
「
新
月
」）

3
（

掲
載
作
品
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
改
変
を
加
え
ら
れ
て
い
る
か
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
「
新
月
」
創
刊
号）

4
（

に
は
沈
従
文
の
《
阿
麗
思
中
國
游
記
》（「
ア
リ
ス
中
国
旅
行
記
」）
が
掲
載
さ
れ
た
。
目
次
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に

こ
の
作
品
は
、
徐
志
摩
の
巻
頭
言
、
梁
実
秋
の
論
文
「
文
学
的
紀
律
」
に
続
い
て
載
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
小
説
と
し
て
は
「
新
月
」
派

登
場
の
第
一
小
説
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
重
要
な
作
品
だ
っ
た
。
こ
の
作
品
は
後
に
『
沈
従
文
文
集
』）

5
（

に
掲
載
さ
れ
、
そ
こ
に
一
部
改
変
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の
跡
が
う
か
が
え
る
。「
新
月
」
の
《
阿
麗
思
中
國
游
記
》
原
文
を
も
と
に
、
後
の
『
沈
从
文
文
集
』
と
の
相
違
を
、
確
認
に
し
て
お

こ
う
。

　

他
是
①
年
紀
有
了
四
十
五
歲
，
有
些
智
識
②
卻
不
及
一
半
年
齡
。
受
潔
淨
是
凡
為
一
個
孤
身
兔
子
紳
士
的
習
慣
，
但
這
個
他
卻

在
受
③
身
體
體
面
以
外
且
愛
行
為
的
體
面
…
…
這
一
點
事
上
是
值
得
引
起
那
些
刻
薄
的
紳
士
非
難
的
。
儺
喜
先
生
遇
事
愛
體
面
，

把
一
年
所
有
的
收
入
，
一
千
二
百
鎊
金
洋
，
全
花
到
一
種
不
明
不
白
的
耗
費
中
去
。
只
是
一
個
孤
身
老
頭
，
卻
不
想
娶
妻
，
也

不
同
一
些
有
錢
寡
婦
來
往
（
這
是
其
他
紳
士
頂
不
以
約
翰
儺
喜
先
生
為
然
的
一
種
④
。）
挐
來
錢
就
花
費
，
這
似
乎
是
不
免
應
出

⑤
在
一
種
社
會
批
評
下
得
到
不
好
名
聲
的
。
然
而
約
翰
儺
喜
先
生
卻
不
顧
慮
到
這
些
事
情
上
來
。
自
己
所
歡
喜
得
，
還
是
依
然

作
下
去
。
喝
一
杯
兒
酒
，
到
老
朋
友
處
談
談
閒
天
，
有
戲
看
遇
高
興
時
⑥
也
看
看
戲
，〈
⑦
〉
想
到
別
處
城
裡
去
玩
⑧
就
一
個
人

帶
了
錢
包
走
去
。
愛
漂
亮
的
動
機
，
就
只
是
愛
漂
亮
，
也
不
是
像
⑨
其
他
紳
士
收
拾
打
扮
是
為
得
⑩
到
佃
戶
家
去
佃
戶
女
兒
作

樂
。
碰
到
窮
人
要
他
幫
助
的
，
總
是
答
應
下
來
，
看
這
人
所
需
要
是
甚
麼
事
，
設
法
去
幫
忙
。
無
聊
時
節
愛
看
一
點
小
說
，
這
小

說
也
不
拘
是
十
四
世
紀
或
十
九
世
紀
的
，
不
拘
誰
個
名
家
的
小
說
，
都
能
够
在
一
種
意
外
情
形
下
博
得
這
良
善
的
兔
子
一
點
眼
淚
，

〈
⑪
〉
他
無
事
就
把
那
個
和
平
正
直
的
心
放
在
一
本
書
上
，
讓
這
一
本
書
的
一
些
動
人
情
節
動
人
語
言
搖
撼
著
，
揉
打
著
，
于
是

他
就
哭
了
又
笑
。
烟
是
不
吸
的
⑫
，
酒
是
剛
才
已
經
說
過
，
喝
也
只
喝
一
點
兒
，
實
則
⑬
這
一
點
兒
也
就
能
够
把
这
兔
子
成
為
更

可
愛
的
了
。（「
新
月
」
創
刊
号
四
十
一
頁
）

　

修
訂
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
削
除　
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②
「
人
情
世
故
知
识
」
の
語
句
を
補
足

③
明
ら
か
な
誤
字
、「
爱
」
に
修
正

④
「
一
种
固
执
」
と
補
足

⑤
「
应
该
」
に
書
き
直
す

⑥
「
兴
致
好
时
」
と
書
き
直
す

⑦
「
不
论
古
典
的
希
腊
悲
剧
，
还
是
最
现
代
喜
剧
」
と
補
足
説
明
を
加
え
る

⑧
「
玩
玩
」
と
補
足

⑨
「
不
象
」
と
短
縮

⑩
「
为
的
是
」
と
書
き
直
し

⑪
こ
の
部
分
か
ら
次
行
の
「
…
哭
了
又
笑
」
ま
で
を
（　

）
で
括
る

⑫
「
他
不
吸
烟
」
と
書
き
直
し

⑬
「
其
实
」
と
書
き
直
し

　

わ
ず
か
こ
の
一
段
落
の
み
で
、
十
三
箇
所
の
修
訂
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
で
の
修
訂
の
意
図
は
、
②
や
⑦
の
補
足
説
明
の

付
加
に
端
的
に
現
れ
て
い
る
。
編
集
者
は
極
力
、
削
除
し
た
り
補
足
し
た
り
、
あ
る
い
は
表
現
を
書
き
直
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

を
駆
使
し
、
現
代
の
読
者
に
わ
か
り
や
す
く
し
よ
う
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
⑪
の
よ
う
に
、
わ
ざ
わ
ざ
括
弧
で
く
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

原
文
自
体
を
説
明
的
に
見
せ
る
と
い
う
離
れ
業
さ
え
使
っ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
後
に
引
用
す
る
他
の
修
訂
と
比
べ

る
と
、
き
わ
め
て
善
意
な
編
集
態
度
と
言
え
る
。
こ
の
文
集
の
巻
頭
に
置
か
れ
た
「
出
版
説
明
」
に
よ
る
と
、
本
書
こ
そ
「
も
っ
と
も
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完
全
な
著
作
集
」
で
あ
り
、
原
著
者
沈
従
文
自
ら
が
最
終
的
な
校
閲
に
参
加
し
て
間
違
い
を
正
し
た
と
言
明
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
沈
従
文
文
集
』
が
正
当
で
善
意
な
編
集
作
業
を
経
て
出
版
さ
れ
た
と
し
て
も
、
原
テ
キ
ス
ト
に
編
集
修
訂
の
手
が
加

わ
っ
た
以
上
、「
新
月
」
に
掲
載
さ
れ
た
初
版
の
雰
囲
気
が
正
し
く
伝
え
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
や
は
り
疑
問
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
筆

者
に
は
、
原
文
で
生
き
生
き
と
表
現
さ
れ
て
い
た
沈
従
文
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
文
体
が
、
簡
単
に
ま
と
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
よ
う

に
思
え
て
な
ら
な
い
。
な
ぜ
、
③
の
よ
う
な
明
ら
か
な
誤
字
の
訂
正
で
よ
し
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に

ば
っ
さ
り
と
修
訂
さ
れ
た
跡
を
た
ど
る
と
、
中
国
の
出
版
界
で
は
、
原
作
者
の
文
章
を
後
世
の
編
集
者
の
一
存
で
変
え
て
も
か
ま
わ
な

い
と
い
う
こ
と
が
、
一
種
の
「
常
識
」
と
な
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
は
文
献
に
当
た
る
場
合
、
私
た
ち
が
肝
に
銘
じ

て
お
く
べ
き
こ
と
だ
ろ
う
。

2
、
雑
誌
「
新
月
」
の
例
2

　

次
に
「
新
月
」
第
二
号）

6
（

か
ら
も
う
一
例
を
挙
げ
て
そ
の
修
訂
の
特
徴
を
確
認
し
た
い
。
こ
こ
に
引
用
す
る
の
は
、
凌
叔
華
の
小
説

「
瘋
了
的
詩
人
（
狂
っ
た
詩
人
）」
の
一
節
で
あ
る
。
原
文
は
「
新
月
」
第
一
巻
第
二
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
後
の
『
中
国
現
代
文
学

作
品
原
文
選
印―

「
花
之
寺
、
女
人
、
小
哥
儿
」（
凌
叔
華
）』）

7
（

所
収
の
テ
キ
ス
ト
と
比
べ
て
み
る
と
、
そ
の
大
き
な
改
変
に
愕
然
と

せ
ざ
る
を
得
な
い
。

「
拿
油
畫
的
①
刷
子
畫
這
雲
山
的
景
緻
②
夠
多
笨
！　

況
且
這
飄
渺
輕
靈
的
雲
山
那
能
等
你
對
寫
呢
？　

它
一
分
鐘
裏
不
知
變
多

少
次
，
縱
使
你
能
夠
趕
快
的
擒
著
東
邊
的
一
角
，
西
邊
已
經
不
同
了
。
這
色
彩
濃
淡
也
因
雨
雲
的
厚
薄
，
天
光
的
明
暗
變
化
的
，

這
天
地
迅
速
的
化
工
那
能
你
凡
眼
追
隨
呢
？　

寫
生
畫
常
常
看
看
很
好
可
是
不
能
使
人
徘
徊
細
賞
也
因
為
輕
略
了
化
工
的
神
速
，
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過
信
凡
眼
的
能
力
吧
。③
」

　

他
想
著
把
畫
箱
放
在
一
邊
，「
可
是
，
難
道
我
們
寫
生
是
不
可
能
的
事
了
嗎
？
「
外
師
造
化
，
內
會
新
源
」
的
話
古
人
雖
然
說

得
不
錯
，
可
是
這
師
的
法
子
除
了
寫
生
以
外
，
還
有
什
麼
別
的
好
法
子
呢
？
④
」
即
使
我
們
的
眼
像
電
影
照
相
一
樣
，
一
張
緊

接
一
張
的
連
續
著
一
厘
不
能
錯
，
我
們
的
注
意
力
和
思
想
能
夠
那
樣
聽
命
令
嗎
？
」
他
不
覺
嗤
了
一
聲
，「
即
使
它
們
那
樣
聽
話
，

可
是
一
個
常
常
可
以
叫
它
停
止
的
思
想
，
自
然
是
帶
些
機
械
性
質
的
了
，
這
機
械
性
質
的
腦
子
那
裏
會
有
什
麼
空
靈
飄
渺
不
平
凡

的
的
出
品
呢
！
」

　

雨
已
是
止
了
，
松
叢
中
忽
然
飛
出
幾
隻
黃
色
的
小
鳥
嚦
嚦
的
叫
著
斜
飛
下
山
去
，
因
為
它
們
一
動
彈
，
松
針
上
的
雨
水
洒
了
驢

子
一
身
。（「
新
月
」
第
一
巻
第
二
号
「
瘋
了
的
詩
人
」
二
頁
）

　

修
訂
の
内
容
は
、
①
を
「
这
样
」
と
簡
単
に
し
、
②
は
削
除
、
③
の
長
文
は
す
べ
て
削
除
、
④
の
冒
頭
か
ら
最
初
の
長
文
の
述
懐
ま

で
全
削
除
し
、
次
行
の
「
即
使
…
…
」
以
下
の
思
考
を
前
段
に
つ
な
げ
て
し
ま
う
と
い
う
凄
ま
じ
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
は
明
ら
か
に
、「
わ
か
り
や
す
く
」
す
る
た
め
の
改
変
な
ど
で
は
な
く
、
面
倒
な
描
写
を
一
切
省
い
て
し
ま
え
と
い
う
、
乱
暴

極
ま
り
な
い
ぶ
っ
た
切
り
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
お
付
け
加
え
る
と
、
こ
こ
に
引
用
し
た
部
分
は
ま
だ
「
瘋
了
的
詩
人
」
の
筋
を

汲
ん
で
い
る
と
み
な
せ
な
い
こ
と
も
な
い
の
だ
が
、
後
半
に
い
た
る
と
、
会
話
も
叙
述
も
変
更
さ
れ
て
し
ま
っ
た
部
分
が
目
立
ち
、
ス

ト
ー
リ
ー
自
体
が
別
な
も
の
に
見
え
て
し
ま
う
ほ
ど
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
凌
叔
華
の
作
品
に
対
す
る
改
変
に
は
、
沈
従
文
に
対
す
る
改
変
と
ま
た
違
う
問
題
が
見
え
て
こ
よ
う
。
沈
従
文
の
場
合
に
は
、

編
集
者
の
原
作
者
に
対
す
る
尊
敬
の
念
が
感
じ
ら
れ
、
原
作
の
雰
囲
気
を
壊
さ
な
い
態
度
が
伝
わ
っ
て
い
た
の
だ
が
、
凌
叔
華
の
作
品

に
対
し
て
は
そ
の
最
低
限
の
慎
み
す
ら
な
く
、
杜
撰
な
編
集
に
よ
っ
て
原
作
が
無
残
に
切
り
刻
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
憶
測
の
域
を
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出
な
い
の
だ
が
、
こ
こ
に
は
沈
従
文
と
凌
叔
華
の
大
陸
に
お
け
る
評
価
の
相
違
が
現
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
沈
従
文
は
文
化
大

革
命
後
、
郷
土
文
学
の
名
手
と
し
て
安
定
し
た
評
価
が
確
立
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
凌
叔
華
に
対
す
る
評
価
は
そ
の
海
外
の
名
声
か

ら
見
る
と
異
様
に
低
い
の
だ
。
文
学
史
上
の
評
価
が
原
作
に
対
す
る
編
集
者
の
態
度
に
明
ら
か
に
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
国
に

お
い
て
は
こ
の
事
実
が
物
語
る
よ
う
に
、
改
変
の
ひ
ど
さ
は
評
価
の
高
さ
に
反
比
例
す
る
よ
う
だ
。

　

引
用
し
た
一
九
八
六
年
版
の
作
品
集
『
花
之
寺
…
…
』
所
収
の
「
瘋
了
…
…
」
の
テ
キ
ス
ト
は
、
そ
の
後
に
編
ま
れ
た
《
凌
叔
华
文

存
》（
四
川
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
八
年
刊
）
や
《
凌
叔
华
文
萃
》（
文
化
芸
術
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
刊
）
に
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ

て
い
る
。

3
、
微
妙
な
改
変
の
例

　

雑
誌
「
新
月
」
所
収
作
品
が
後
年
刊
行
さ
れ
る
際
に
加
え
ら
れ
た
改
変
は
、
中
国
出
版
界
の
典
型
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
の
だ
が
、
こ
の
ほ
か
に
、
微
妙
に
政
治
的
な
傾
斜
を
見
せ
る
改
変
の
例
、
別
な
言
葉
で
言
え
ば
、
政
治
的
理
由
を
隠
す
よ
う
に
見

え
る
改
変
の
例
を
示
し
て
お
き
た
い
。

这
样
说
来
，
国
民
文
化
的
提
高
就
是
被
列
在
全
人
民
动
员
的
持
久
战
的
预
算
里
面
，
只
不
过
这
还
是
在
刚
刚
开
展
中
的
新
的
方
向
，

有
时
甚
至
被
目
前
的
主
要
任
务
，
同
时
也
是
为
了
使
它
实
现
的
基
础
工
作―

初
步
启
蒙
的
﹇
普
及
﹈
工
作
所
淹
没A
。（
一
九
四

三
年
版
））

8
（



150

这
样
说
来
，
国
民
文
化
的
提
高
就
是
被
列
在
全
人
民
动
员
的
持
久
战
的
预
算
里
面
，
只
不
过
这
还
是
在
刚
刚
开
展
中
的
新
的
方
向
。

一
般
地
说
，
目
前
的
主
要
任
务
，
同
时
也
是
为
了
使
它
实
现
的
基
础
工
作―

初
步
的
启
蒙
教
育
即
「
普
及
」
工
作
，
是
站
在
前

面
的B
。（
一
九
九
九
年
版
））

9
（

　

こ
の
二
つ
の
文
章
は
、
胡
風
の
「
民
族
戦
争
與
文
芸
性
格
（
民
族
戦
争
と
文
芸
の
性
格
）」
の
一
部
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
が
、
上
記

の
一
九
四
三
年
版
と
一
九
九
九
版
に
は
、
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
が
読
み
取
れ
る
。
傍
線
部
分
Ａ
を
直
訳
す
る
と
「
甚
だ
し
き
に
い

た
っ
て
は
、
当
面
の
主
要
な
任
務
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
ま
た
文
化
の
向
上
（
＝
そ
れ
）
の
実
現
す
る
基
礎
的
な
工
作―

初
歩
的
な
啓

蒙
教
育
す
な
わ
ち
『
普
及
』
の
工
作―

に
よ
っ
て
、
埋
没
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
」
と
な
り
、「
国
民
文
化
の
向
上
」
が
「
持

久
戦
」
理
論
の
中
に
あ
ら
か
じ
め
組
み
入
れ
ら
れ
て
は
い
る
の
に
、
目
下
の
段
階
で
は
新
し
い
闘
争
の
方
向
に
お
い
て
「
埋
没
」
さ

れ
が
ち
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
傾
向
に
明
ら
か
な
批
判
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
書
き
直
さ
れ
た
傍
線
部
分
Ｂ
で
は
、

「
一
般
的
に
言
っ
て
、
当
面
の
任
務
で
あ
り
同
時
に
そ
れ
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
基
礎
的
な
工
作―

初
歩
的
な
啓
蒙
教
育
す
な
わ
ち

『
普
及
』
の
工
作―

は
闘
争
の
前
面
に
置
か
れ
る
の
で
あ
る
」
と
な
っ
て
、「
文
化
の
向
上
」
よ
り
も
急
が
れ
る
任
務
が
「
普
及
」
で

あ
る
こ
と
を
一
般
論
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

当
時
中
国
共
産
党
は
国
民
党
と
の
連
合
に
よ
る
重
慶
政
府
に
よ
っ
て
抗
日
統
一
戦
線
政
策
を
推
し
進
め
て
お
り
、
そ
の
文
化
面
で
の

基
本
方
針
で
あ
る
「
普
及
」
第
一
主
義
に
対
し
て
胡
風
は
、
文
化
の
向
上
な
し
に
普
及
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
引
用
し
た
箇
所
に
読
み
取
ら
れ
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
が
、
胡
風
サ
イ
ド
（
出
版
当
時
、
胡
風
は
す
で
に
故
人
と
な
っ

て
は
い
る
の
だ
が
）
か
ら
出
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
出
版
社
が
さ
り
げ
な
く
書
き
換
え
て
し
ま
っ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
一
九
四

三
年
の
胡
風
は
一
九
九
九
年
の
胡
風
よ
り
も
ズ
バ
ズ
バ
も
の
を
言
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
拙
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論
を
参
照
さ
れ
た
い）
10
（

。

　

こ
う
し
て
テ
キ
ス
ト
の
改
変
例
を
見
て
く
る
と
、
現
代
中
国
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
修
訂
は
だ
い
た
い
次
の
三
点
の
特
徴
を
持
っ
て
い

る
と
ま
と
め
て
い
い
よ
う
に
思
え
る
。

　

第
一
は
、
印
刷
技
術
の
未
熟
な
ど
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
、
誤
字
脱
字
な
ど
に
対
す
る
当
然
の
適
切
な
修
正
で
あ
る
。
第
二
は
、
後

世
に
行
わ
れ
た
文
学
史
的
位
置
が
低
い
場
合
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
ま
っ
た
く
手
抜
き
に
よ
る
と
い
う
ほ
か
な
い
杜
撰
な
改
変
で
あ
る
。

そ
し
て
第
三
が
、
政
治
的
理
由
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
自
己
防
衛
的
修
正
で
、
胡
風
な
ど
現
在
な
お
そ
の
思
想
的
復
権
が
確
か
で
な

い
文
学
者
な
ど
に
見
ら
れ
る
微
妙
な
修
正
や
削
除
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
修
訂
の
傾
向
を
前
提
に
し
て
、
阿

の
『
風
雨
楼
文
輯
』
の
中
か
ら
四
編
の
エ
ッ
セ
ー
を
選
ん
で
検
討
し
て
み

る
。

三
、
阿

著
『
風
雨
楼
文
輯
』
と
テ
キ
ス
ト
の
修
訂

　

阿

は
さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
持
つ
複
雑
な
人
物
だ
っ
た
。
中
国
現
代
文
学
の
世
界
に
お
い
て
阿

は
、
詩
人
と
し
て
、
作
家
と
し
て
、

そ
し
て
文
芸
批
評
、
文
芸
理
論
家
と
し
て
、
か
な
り
の
数
に
上
る
業
績
を
残
し
て
い
る
。
文
芸
批
評
の
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
は
、
大
作

『
詩
與
現
実
』
全
三
巻
が
あ
り
、
そ
の
公
刊
さ
れ
た
一
九
五
二
年
は
阿

の
執
筆
活
動
の
頂
点
だ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。『
風

雨
楼
文
輯
』
は
こ
の
前
後
に
か
か
れ
た
未
発
表
の
原
稿
を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
阿

自
身
が
こ
の
よ
う
な
形
を
構
想
し

て
い
た
の
で
は
な
く
、
原
稿
を
預
か
っ
た
編
集
者
路
莘
が
苦
労
し
て
校
正
編
集
し
た
結
果
、
賈
植
芳）
11
（

主
編
の
「
世
紀
回
顧
筆
叢
」
の
一

と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
阿

は
も
ち
ろ
ん
こ
の
書
の
タ
イ
ト
ル
す
ら
考
え
て
は
い
な
か
っ
た
。
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文
輯
は
三
つ
の
構
成
部
分
か
ら
な
っ
て
い
て
、
第
一
部
分
に
抗
日
戦
争
時
代
か
ら
内
戦
期
ま
で
の
随
筆
、
第
二
部
分
に
人
民
共
和
国

建
国
後
、
一
九
五
五
年
の
阿

逮
捕
ま
で
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
随
筆
、
第
三
部
分
に
何
ら
か
の
形
で
発
表
さ
れ
た
書
評
や
評
論
な

ど
を
配
し
て
い
る
。

　

阿

の
原
稿
は
逮
捕
収
監
後
に
公
安
警
察
の
機
密
文
書
と
し
て
保
管
さ
れ
て
お
り
、
阿

の
名
誉
回
復
後
に
遺
児
陳
沛
に
返
却
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
路
莘
は
こ
の
原
稿
の
コ
ピ
ー
を
編
集
し
て
最
終
的
に
こ
の
よ
う
な
形
の
文
輯
に
ま
と
め
て
刊
行
し
た
。
筆
者
も
陳
沛

か
ら
同
じ
原
稿
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
本
稿
は
そ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
。
以
下
四
編
の
エ
ッ
セ
ー
を
見
て
み
る
。

１
、「
日
常
的
东
西
」（
三
〇
頁
）

是
得
写
日
常
的
东
西
。

但
这
不
能
是
罗
列
现
象
。
和
自
然
主
义
完
全
相
反
。
所
提
出
的
，
仅
仅
是
这
样
的
一
个
要
求
：
本
质
地
从
生
活
来
写
吗
①
？

愈
是
日
常
的
，
愈
是
生
活
的
。

人
，
不
是
生
活
在
别
的
什
么
地
方
，
而
是
生
活
在
日
常
生
活
世
界
当
中
。

对
于
人
，
那
么
，
愈
是
日
常
的
，
愈
是
使
他
感
到
了
生
活
的
亲
切
，
感
到
那
血
肉
相
连
。

也
和
这
相
反
的
，
那
浪
漫
派
的
彩
笔
，
即
使
富
于
诱
惑
，
却
总
和
人
有
着
生
活
的
距
离
。
和
人
痛
痒
不
相
干―

即
使
是
一
种
奇

痛
和
怪
痒
，
人
也
不
能
从
自
己
的
生
活
世
界
里
把
它
赶
到
。

这
是
一
个
最
平
凡
的
道
理
。
但
也
是
一
个
最
本
质
的
道
理
。

愈
是
日
常
的
，
愈
是
感
人
的
。

愈
是
日
常
的
生
活
现
象―

是
在
我
们
的
社
会
生
活
中
的
，
那
异
常
宽
阔
的
现
象
，
不
断
反
复
的
现
象
，
不
是
偶
然
的―

愈
是
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关
系
着
②
或
关
系
到
千
万
人
的
命
运
的
现
象
。

―
到
这
一
点
，
则
它
又
本
质
地
和
写
英
雄
人
物
与
英
雄
事
迹
的
要
求
完
全
相
通
。

原
文
コ
ピ
ー
と
の
異
同
：

①
「
吗
」
を
付
加
。　
　
　

②
而
且
是
关
连
着

注
釈
：
こ
こ
か
ら
文
学
の
素
材
と
叙
述
の
方
向
に
関
す
る
阿

の
エ
ッ
セ
ー
が
始
ま
る
。
彼
は
現
実
の
生
活
か
ら
生
じ
る
日
常
の
も
の

を
素
材
と
せ
よ
と
主
張
す
る
。
空
想
的
な
あ
る
い
は
理
想
的
な
生
活
は
、
現
実
の
本
質
か
ら
離
れ
る
が
ゆ
え
に
、
退
け
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
あ
り
ふ
れ
た
現
実
の
生
活
に
存
す
る
本
質
的
な
も
の
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
々
の
命
運
に
か
か
わ
る
実
相
が

現
れ
る
と
阿

は
考
え
た
。

　

こ
の
エ
ッ
セ
ー
に
関
し
て
は
、
原
文
コ
ピ
ー
と
の
異
同
が
二
箇
所
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ッ
セ
ー
に
お
い
て
原
文
コ
ピ
ー
と
の
異

同
を
記
す
こ
と
に
す
る
。

2
、「
关
于
人
物
」（
三
一
頁
）

关
于
人
物
，
D
这
样
说
①
：
『
人
们
摘
花
果
，
但
却
不
要
那
地
下
茎
。』

是
的
，
人
们
往
住
②
不
看
，
也
往
往
不
能
看
见
地
下
茎
的
存
在
。
即
使
那
是
和
地
上
茎
同
等
巨
大
，
而
且
坚
实
地
支
持
着
和
负
担

着
地
上
茎
的
全
部
重
量
，
而
地
上
茎
也
正
是
从
它
出
发
而
蓬
勃
生
长
的
。
即
使
失
去
了
它
或
忘
却
了
它
的
时
候
，
花
果
也
就
成
为
无
根

的
存
在
，
而
不
能
③
还
有
什
么
辉
耀
于
阳
光
里
和
摇
曳
于
春
天
④
里
的
鲜
美
生
命
。
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采
摘
花
果
是
最
容
易
和
愉
快
的
事
。
但
地
下
茎
，
不
但
挖
掘
它
是
吃
力
的
事
，
就
是
看
见
它
也
非
太
容
易
的
事
。

但
现
实
，
那
根
，
那
主
根
，
以
及
根
须
，
却
是
在
地
下
，
深
深
地
在
地
下
，
巨
大
而
强
固
地
在
地
下
的
。

然
而
概
念
，
却
飘
飘
然
在
花
果
上
似
的
。

事
情
并
不
如
此
。
但
事
情
又
偏
是
如
此
：
人
们
仅
仅
喜
欢
摘
花
果
。
但
不
是
采
摘
来
了
⑤
虚
花
和
空
果
，
就
是
采
摘
来
了
⑤
自

己
的
幻
觉
之
花
和
观
念
之
果
。

但
现
实
主
义
，
却
要
深
深
地
掘
入
那
地
层
，
深
深
地
触
到
那
地
下
茎
；
然
后
，
那
花
果
生
长
起
来
，
被
把
握
起
来
。

〈
⑥
〉

N
曾
经
说
：
『
人
物
就
是
社
会
。』
这
极
好
。

因
此
，
他
否
定
『
为
人
物
而
人
物
』
的
那
种
说
法
。

因
为
，
这
和
『
为
艺
术
而
艺
术
』
的
根
据
和
条
件
都
根
本
不
同
。

因
为
，『
为
艺
术
而
艺
术
』
的
艺
术
倾
向
，
原
来
是
反
现
实
的
东
西
，
不
是
观
照
人
生
的
东
西
。

但
人
物
，
却
必
然
是
现
实
的
血
肉
的
东
西
。

『
为
人
物
』，
很
不
容
易
。
如
果
『
为
』
好
了
『
人
物
』，
那
就
再
好
也
没
有
了
。
因
此
，『
为
人
物
而
人
物
』―

当
作
『
为
艺
术

而
艺
术
』，
那
根
本
就
是
不
通
之
论
。
难
道
，
艺
术
不
是
从
人
物
出
发
的
吗
？　

难
道
，
还
有
另
外
一
种
非
现
实
的
血
肉
的
火
星
上
的

『
人
物
』
的
⑦
吗
？

但
是
⑧
，
却
也
透
露
出
来
一
种
反
现
实
的
艺
术
倾
向
，
因
为
否
定
这
『
为
人
物
而
人
物
』
的
说
法
，
正
是
否
定
人
物
的
说
法
。

从
来
，
如
果
那
真
是
写
好
了
人
物
的
，（
⑨
）
往
往
就
是
现
实
主
义
的
。

从
来
，
写
人
物
写
的
好
的
作
家
和
作
品
，
在
一
定
的
历
史
内
容
和
历
史
意
义
上
，
总
往
往
多
少
地
是
斗
争
的
。
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如
果
说
，
今
天
我
们
的
现
实
主
义
，
是
比
过
去
的
一
切
的
现
实
主
义
站
在
一
个
更
大
的
历
史
高
度
上―

那
么
，
当
人
物
被
这
样

否
定
了
或
否
定
着
的
时
候
，
还
能
够
一
些
什
么
东
西
呢
？

人
们
，
今
天
也
开
始
说
到
从
人
物
出
发
了
。
这
极
对
。
开
始
感
觉
到
非
摆
脱
概
念
不
可
，
非
得
从
人
物
出
发
不
可
，
当
然
对
，
当

然
好
。
但
人
物
，
又
从
什
么
出
发
呢
？

人
物
，
是
从
现
实
生
活
内
容
出
发
，
是
从
社
会―

历
史
内
容
出
发
。
因
为
人
物
是
在
社
会
中
，
是
在
历
史
发
展
的
过
程
中
。
因

为
『
人
的
本
质
是
社
会
关
系
的
总
和
。』

但
事
情
怎
样
呢
？

人
们
，
一
方
面
说
，
得
从
人
物
出
发
。

但
另
一
方
面
，
则
又
抽
象
地
反
对
所
谓
人
物
的
『
落
后
性
』，
和
抽
象
地
强
调
某
些
人
物
的
『
新
品
质
』―

从
原
则
说
来
，
仅

仅
是
从
原
则
说
来
，
这
也
好
像
完
全
对
，
好
像
并
不
错
。

〈
⑩
〉

但
所
谓
新
的
人
物
，
和
人
物
的
新
的
品
质
，
却
像
一
种
水
晶
球
，
那
么
透
明
，
那
么
浑
圆―

这
样
的
人
物
，
还
是
非
社
会
的
、

非
历
史
的
存
在
，
还
是
非
现
实
的
存
在
，
还
是
抽
象
的
存
在
，
还
是
徒
然
的
。

那
么
，
好
像
反
对
概
念
化
，
而
肯
定
从
人
物
出
发
了
。
其
实
，
前
者
一
种
脱
离
了
生
活
的
人
物
的
观
念
，
后
者
，
一
种
抽
象
了
生

活
的
人
物
的
观
念
，
二
者
是
没
有
任
何
的
根
本
的
区
别
、
本
质
的
区
别
的
。
那
么
，
这
就
不
过
是
：
以
概
念
反
对
概
念
而
已
。
或
者
以

概
念
救
活
概
念
而
已
。

〈
⑪
〉

　
　

另
外
，
一
方
面
，
主
张
『
辩
证
唯
物
论
』
的
创
作
方
法
，（
简
直
忘
记
了
对
拉
普
的
清
算
，
和
不
要
现
实
主
义
了
）
：
一
方
面
，
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却
又
不
知
道
新
质
发
生
于
旧
质
底
胎
内
这
一
辩
证
过
程
、
历
史
过
程
。
结
果
，
前
一
点
，
也
成
为
一
种
观
念
；
后
一
点
，
则
新
的
品
质

又
被
抛
弃
了
生
根
的
土
壤
，
开
花
的
基
地
。

新
的
人
物
，
这
样
，
就
不
是
从
血
肉
的
斗
争
发
展
出
来
。
从
而
非
斗
争
的
新
的
品
质
，
也
是
出
奇
的
事
物
。
这
是
不
对
的
。

但
人
们
，
就
是
这
样
观
念
混
乱
而
已
，
形
而
上
学
的
泥
浆
而
已
。

不
理
解
历
史
，
就
不
理
解
现
实
，
就
不
理
解
人
物
。

原
文
コ
ピ
ー
と
の
異
同
：

①
关
于
人
物
的
Ｄ
的
话
，
他
这
样
说
：　
　

②
往
往　
　

③
不
可
能　
　

④
春
风

⑤
摘
了
来　
　

⑥
行
を
変
え
て
ア
ス
テ
リ
ス
ク
を
二
個
挿
入　
　

⑦
「
的
」
を
付
加

⑧
但
这　
　

⑨
「
总
」
が
削
除

⑩
削
除
さ
れ
た
文
章
：

　
　

但
所
谓
『
落
后
性
』，
到
底
是
什
么
和
怎
样
的
呢
？　

某
些
『
新
品
质
』，
又
是
从
那
里
来
的
和
怎
样
的
呢
？

　
　

这
可
以
看
看
加
里
宁
底
「
论
共
产
主
义
教
育
」，
和
日
丹
诺
夫
关
于
「
星
和
列
宁
格
勒
」
的
报
告
，
也
看
看
那
里
面
的
话
是
怎
样

说
法
的
吧―

但
这
还
没
本
质
地
、
全
面
地
来
看
。

⑪
削
除
さ
れ
た
文
章
：

 　
　

这
是
即
使
以
『
革
命
的
浪
漫
主
义
』
来
理
解
，
也
浪
漫
不
到
那
里
去
，
因
为
无
论
如
何
浪
漫
法
，
也
决
不
可
能
浪
漫
到
不
爱
人
物

所
有
的
和
应
有
的
以
及
可
能
有
的
社
会―

历
史
内
容
以
外
去
的―
除
非
，
那
是
十
九
世
纪
的
资
产
阶
级
的
浪
漫
主
义
。
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注
釈
：
阿

は
文
学
に
お
け
る
人
物
描
写
を
花
に
た
と
え
る
。
花
の
美
し
さ
は
地
中
深
く
這
い
回
る
根
茎
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い

る
。
活
き
た
人
物
描
写
も
同
じ
で
、
文
学
に
現
れ
る
人
物
が
現
実
の
中
か
ら
生
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
説
き
、
ま
た
そ
の
よ

う
な
人
物
と
は
現
実
の
生
活
、
現
実
の
歴
史
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
阿

は
当
事
の
文
芸
理
論
が
陥
り
や
す
か
っ
た
抽
象

的
な
人
物
像
、「
新
」
人
物
像
、
そ
し
て
「
落
後
し
た
」
人
物
像
な
ど
を
厳
し
く
指
弾
す
る
。
文
中
の
Ｄ
、
Ｎ
な
ど
で
現
さ
れ
る
人
物

が
誰
な
の
か
は
、
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
こ
の
エ
ッ
セ
ー
の
原
文
か
ら
「
革
命
的
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
」
に
対
す
る
批
判
の
内
容
が
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　

ソ
連
の
人
物
名
、
カ
リ
ー
ニ
ン
、
ジ
ダ
ー
ノ
フ
な
ど
が
削
除
さ
れ
て
し
ま
う
の
も
、
こ
の
文
輯
編
集
の
傾
向
と
し
て
留
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

3
、「
新
的
人
物
、
新
鲜
事
物
」（
三
四
頁
）

新
的
人
物
或
人
物
底
新
的
品
质
，
是
在
产
生
，
正
在
产
生
。
这
是
①
我
们
今
天
的
一
个
主
题
，
以
大
的
比
重
提
出
了
要
求
的
主
题
。

　
　

但
，
从
而
也
就
可
以
理
解
：
新
的
人
物
或
新
的
品
质
，
是
一
个
发
展
的
形
态
，
而
不
是
一
个
完
成
了
的
形
态
。

所
谓
『
完
成
了
』
的
东
西
，
意
味
就
是
：
它
是
普
通
的
东
西
，
它
是
过
去
的
东
西
，
所
以
，
这
就
失
去
了
对
于
它
的
要
求
底
迫
切

性
尖
锐
性
了
；
还
如
同
丰
年
的
粮
食
或
夏
天
的
皮
毛
，
或
是
一
般
的
需
要
，
或
是
过
剩
的
货
物
，
或
是
不
及
时
和
过
时
的
东
西
，
与
②

在
饥
着
的
年
代
或
严
寒
的
季
节
那
情
况
是
完
全
不
相
同
的
。

但
理
解
这
发
展
的
形
态
，
就
是
理
解
『
新
质
发
生
于
旧
质
之
胎
内
』
这
一
历
史
的
、
生
活
的
辩
证
过
程
和
辩
证
逻
辑
。
也
就
是
依

靠
马
列
主
义
的
洞
察
力
，
从
那
旧
的
事
物
底
堆
积
中
去
看
出
新
的
事
物
底
苤
③
芽
动
向
。

不
过
，
有
人
却
说
这
是
『
落
后
』，
这
是
对
旧
世
界
的
顾
盼
多
情
等
等
，
等
等
。
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但
向
一
个
发
展
的
东
西
，
一
个
生
长
的
东
西
，
一
个
萌
芽
的
东
西
，
都
要
求
『
完
成
』
的
以
至
『
完
整
』
的
形
态―

那
『
完
成

的
形
态
』
就
是
不
得
不
是
抽
象
的
形
态
！―

从
而
，
这
就
不
是
现
实
主
义
，
这
就
不
是
生
活
逻
辑
，
这
就
不
是
辩
证
的―

历
史
的

唯
物
论
，
而
是
超
现
实
的
（　

④　

）
割
裂
⑤
历
史
的
，
公
式
主
义
⑥
的
了
。

问
题
是
，
对
于
新
的
人
物
，
怎
样
去
看
出
来
在
相
对
的
量
的
非
优
势
中
那
绝
对
的
质
的
优
势
。

问
题
是
新
生
的
东
西
和
因
素
，
怎
样
在
新
旧
矛
盾
中
斗
争
地
发
展
出
来
的
如
实
的
把
握
中
⑦
展
开
⑧
。

〈
⑨
〉

Ｎ
也
说
到
：
『
什
么
是
新
事
物
？　

新
事
物
就
是
新
的
矛
盾
。』

他
又
说
：
『
对
新
的
矛
盾
失
去
感
觉
，
那
就
成
为
庸
人
。』

原
文
コ
ピ
ー
と
の
異
同
： 

①
这
样
这
才
是　
　

②
和　
　

③
胚　
　

④
削
除
さ
れ
た
語
句
…
…
但
不
是
革
命
的
浪
漫
主
义

⑤
割
断　
　

⑥
教
条
主
义　
　

⑦
和　
　

⑧
望　
　

⑨
ア
ス
テ
リ
ス
ク
を
二
個
挿
入

注
釈
：
阿

は
こ
の
エ
ッ
セ
ー
で
、
新
し
く
創
作
さ
れ
る
人
物
像
が
浮
つ
い
た
根
無
し
草
で
あ
る
こ
と
を
再
度
強
調
し
て
い
る
。
弁
証

法
的
唯
物
論
の
ロ
ジ
ッ
ク
に
基
づ
き
、
新
生
の
事
物
が
「
旧
質
的
胎
内
」
か
ら
し
か
生
ま
れ
な
い
こ
と
を
説
き
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
科

学
的
洞
察
力
を
も
っ
て
古
い
堆
積
物
の
中
か
ら
新
し
い
資
質
を
見
出
す
よ
う
に
呼
び
か
け
る
。

　

こ
の
文
章
か
ら
も
「
革
命
的
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
」
が
削
除
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
の
用
法
は
真
の
革
命
的
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム

の
主
張
で
あ
っ
て
、
批
判
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
後
に
続
く
「
公
式
主
義
」
が
「
教
条
主
義
」
の
言
い
換
え
で
あ
る
こ
と
を
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併
せ
て
考
え
る
と
、
編
集
者
サ
イ
ド
の
過
敏
と
も
い
え
る
配
慮
が
う
か
が
え
る
。

４
、「
关
于
现
实
、
关
于
生
活
」（
第
一
部
分
、
三
六
頁
）

一
个
人
，
可
以
自
豪
地
，
说
他
是
站
在
整
个
地
球
上
。
而
他
也
真
是
站
在
整
个
地
球
上
的
。

但
同
时
，
他
也
不
过
仅
仅
地
站
在
他
那
脚
底
下
。
使
自
己
谦
虚
，
而
谦
虚
能
够
反
省
。
自
满
和
自
豪
相
反
，
谦
虚
也
不
同
于
懦
怯
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①

〈
②
〉

飞
翔―

多
好
。

但
无
翅
而
想
像
飞
翔
，
没
有
可
能
。

　
　

鸟
在
起
飞
的
时
候
，
人
都
看
到
：
它
展
开
洁
白
的
两
翅
，
弯
曲
绯
红
的
两
腿
，
微
微
地
使
小
小
的
身
体
低
伏
而
更
接
近
地
面
，
以

两
双
美
丽
的
脚
爪
在
地
面
上
那
么
一
跳
，
然
后
，
它
纵
身
而
起
，
它
高
翔
入
云
。

不
这
样
，
有
翅
的
鸟
，
也
不
可
能
起
飞
。

〈
③
〉

鸟
的
起
飞
，
第
一
个
动
作
就
是
从
地
面
出
发
，
第
一
个
力
量
就
是
从
地
上
得
来
。

黄
昏
的
时
候
，
窗
外
，
百
鸟
归
巢
。

鸟
过
着
天
空
的
生
活
。
但
黄
昏
的
时
候
归
来
。

　
　

鸟
的
世
界
是
无
限
的
天
空
④
：
或
是
千
里
的
晴
碧
，
或
是
一
片
的
霞
彩
，
或
是
春
风
和
马
尾
云
，
或
是
龙
卷
风
和
雷
雨
，
或
是
虹

的
长
桥
，
或
是
云
⑤
的
部
队
和
闪
电
的
旌
旗
…
…
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但
鸟
黄
昏
归
来
。
地
上
的
家
，
每
天
的
家
⑥
。

〈
⑦
〉

生
活
是
无
限
的
，
而
同
时
又
是
有
限
的
。
无
限
和
有
限
。
有
限
而
又
无
限
。
有
限
而
又
无
限
。

　
　

即
使
在
最
激
烈
的
战
线
，
即
使
是
最
勇
壮
的
人
，
正
如
同
那
大
海
中
的
一
波
（
⑨
）
的
一
滴
。
对
于
整
个
形
势
和
全
部
过
程
，
他

乃
是
一
兵
一
卒
（
即
使
（
⑧
）
是
一
个
团
长
的
地
位
也
同
样
）。
但
他
底
每
一
个
动
作
底
意
义
（
⑨
）
底
作
用
，
他
所
据
守
的
每
一

寸
（
⑩
）
阵
地
，
他
所
发
射
的
每
一
粒
（
⑩
）
子
弹
，
他
所
毙
伤
的
每
一
个
（
⑩
）
敌
人
，
却
影
响
到
整
个
战
线
，
影
响
到
整
个
战
役
，

并
且
，
还
影
响
到
深
远
的
后
方
，
全
国
的
人
民
。

　
　

人
，
是
个
人
而
又
是
社
会
的
人
。
他
，
和
他
那
生
活
，
是
在
社
会
关
系
里
。
是
在
历
史
运
动
里
。
是
在
过
程
里
。
他
以
每
一
个
人

作
为
他
底
对
象
而
活
动
，
而
自
己
也
是
做
为
每
一
个
人
底
对
象
而
存
在
。
他
活
动
，
他
底
活
动
是
有
对
象
的
活
动
，
他
底
活
动
是
对
象

化
了
的
活
动
，
从
而
他
底
活
动
又
是
被
对
象
规
定
了
和
规
定
着
的
活
动
。
而
作
为
他
底
对
象
的
一
切
人
也
如
此
。
他
以
活
动
改
变
着
他
，

改
变
了
和
改
变
着
他
们
自
己
。
人
是
这
样
生
活
是
这
样
拥
抱
全
世
界
，
和
参
与
历
史
的
斗
争
。

善
于
生
活
，
勇
于
生
活
。
一
切
是
实
践
。

一
脚
一
步
地
走
，
一
分
一
寸
地
突
进
，
一
点
一
滴
地
积
累
，
一
砖
一
石
地
创
造
。
这
样
出
发
万
里
长
征
，
这
样
有
了
万
里
长
城
。

脚
下
面
的
土
地
是
有
限
的
：
但
宇
宙
是
无
限
的
：
而
行
走
的
脚
则
是
有
限
而
又
无
限
的
。

生
命
是
有
限
的
：
但
历
史
是
无
限
的
；
而
现
实
生
活
的
参
与
则
是
有
限
而
又
无
限
的
。

不
是
宿
命
论
，
而
是
创
造
者
，
战
斗
者
。

不
是
妄
想
狂
，
而
是
实
践
论
。

动
物
式
地
安
于
小
的
生
活
，
那
就
失
去
大
的
生
活
乃
至
敌
对
大
的
生
活
，
而
在
那
种
生
活
中
沉
没―

宿
命
论
的
生
活
。
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看
不
起
或
看
不
见
小
的
生
活
，
又
何
尝
真
正
看
见
了
大
的
生
活
，
又
何
尝
能
够
取
有
大
的
生
活
？　

他
会
在
那
里
漂
浮
过
，
只
在

那
里
滑
翔
而
飞―

妄
想
狂
的
生
活
。

既
不
绝
望
于
一
兵
一
卒
的
地
位
，
也
不
否
定
一
兵
一
卒
的
作
用
，
而
是
：
为
一
兵
一
卒
的
生
活
坚
决
斗
争
，
从
一
兵
一
卒
的
生
活

勇
往
迈
进
。

有
限
的
生
命
，
无
限
的
世
界
。

有
限
的
存
在
，
无
限
的
过
程
。

有
限
的
形
式
，
无
限
的
内
容
。

才
窘
困
地
给
人
写
了
回
信
。
好
，
现
在
你
又
给
我
出
了
难
题
：
『
为
何
生
活
？
』―

这
样
的
问
题
简
直
像
一
片
茫
茫
的
大
雾
。

你
把
我
弄
到
这
样
的
大
雾
里
来
，
还
要
我
做
罗
盘
。
但
我
首
先
问
你
：
在
这
个
大
雾
里
，
你
要
我
怎
样
走
法
？

幸
好
，
刚
才
被
人
逼
出
来
的
那
封
信
，
问
题
和
你
差
不
多
：
『
怎
样
写
作
？　

怎
样
找
写
作
的
材
料
？　

从
那
里
写
起
？
』―

我
是
怎
样
回
答
他
的
呢
？

我
把
问
题
略
微
改
动
一
下
，
改
成
了
下
面
的
样
子
：
『
怎
样
恋
爱
？　

怎
样
找
恋
爱
对
象
？　

从
哪
里
爱
起
？
』―

因
为
恋
爱

也
是
一
个
生
活
现
象
。
而
且
青
年
人
对
它
比
较
熟
悉
，
容
易
理
解
，
也
有
不
少
可
歌
可
泣
的
想
象
。
我
这
样
反
问
他
。
但
我
不
是
危
难

他
，
而
且
要
他
去
想
。

　
　

如
果
去
问
一
个
年
龄
较
长
的
人
，
怎
样
生
活
怎
样
恋
爱
之
类
，
当
然
，
他
总
是
有
些
东
西
可
以
告
诉
我
们
的
。
不
过
，
还
是
有
着

问
题
。
因
为
，
这
一
个
人
和
那
一
个
人
，
虽
然
他
们
之
间
有
那
种
共
同
的
东
西
，
例
如
，
社
会
成
份
、
社
会
因
素
、
生
活
方
式
、
生

活
作
风
，
等
等
；
但
那
不
同
的
东
西
，
还
是
可
以
和
相
同
的
东
西
一
样
多
，
甚
至
会
更
加
多
⑪
，
例
如
，
你
走
的
路
和
我
走
的
路
不



162

同
，
你
做
的
事
和
我
做
的
事
不
同
，
你
底
遭
遇
和
我
底
遭
遇
不
同
，
你
底
对
象
和
我
底
对
象
不
同
，
等
等
，
这
里
面
的
东
西
就
是
千
头

万
绪
的
，
千
变
万
化
的
。
所
以
，
我
可
以
告
诉
你
我
底
生
活
经
验
或
恋
爱
经
验
，
也
可
以
给
你
帮
助
，
给
你
参
考
。
但
最
多
也
不
过
如

此
。
超
过
了
这
一
点
，
那
就
行
不
通
。
因
为
，
我
不
能
代
替
你
生
活
，
也
不
能
代
替
你
怜
爱
；
你
也
不
能
依
照
我
生
活
和
恋
爱
。
要
生

活
就
要
自
己
去
，
要
恋
爱
就
要
自
己
去
，
一
切
要
自
己
去
。
这
里
没
有
什
么
千
古
不
朽
的
固
定
的
方
法
，
没
有
那
种
白
病
奏
效
的
神
奇

的
『
秘
诀
』。

　
　

前
几
天
，
一
个
同
志
讲
了
一
个
笑
话
，
也
是
实
事
。
有
一
个
人
，
为
了
恋
爱
，
跑
到
这
里
请
教
人
，
跑
到
那
里
也
请
教
人
，
就
像

采
花
的
蜜
蜂
一
样
，
回
家
以
后
，
又
像
酿
蜜
一
样
，
把
得
到
的
那
些
宝
贵
的
经
验
，
精
精
细
细
做
了
一
个
提
纲―

第
一
次
和
女
同
志

去
谈
爱
情
问
题
，
说
一
些
什
么
，
话
又
怎
样
说
法
，
等
等
。
他
以
为
，
这
一
定
可
以
使
人
沉
醉
。
但
结
果
却
是
适
得
其
反
。

　
　

这
是
什
么
缘
故
呢
？　

我
这
样
想
：
旁
人
的
经
验
，
虽
然
很
宝
贵
，
很
香
甜
，
但
却
并
不
等
于
或
符
合
于
自
己
的
生
活
和
感
情
。

用
旁
人
底
声
音
，
怎
样
可
能
唱
好
自
己
底
情
歌
？　

而
且
，
我
还
仿
佛
看
到
：
他
那
脸
上
有
七
八
张
旁
人
的
嘴
巴
，
同
时
他
是
在
对
那

七
八
个
旁
人
底
爱
人
说
话
，―

一
部
异
常
复
杂
的
爱
情
交
响
乐
演
奏
起
来―

就
是
说
，
完
全
和
他
自
己
、
他
那
对
象
不
相
干
。
他

那
对
象
不
能
从
他
底
声
音
里
感
到
他
自
己
底
灵
魂
，
也
不
能
从
他
那
灵
魂
里
感
到
她
自
己
底
存
在
，
结
果
就
可
想
而
知
。

　
　

但
恋
爱
，
总
要
有
爱
情
，
如
果
有
了
爱
情
，
感
到
这
个
爱
情
，
就
去
恋
爱
吧
，
何
必
问
人
呢
？　

问
人
何
用
呢
？　

生
活
也
一
样
。

要
有
生
活
感
情
。
生
活
就
是
爱
情
，
要
它
爱
你
，
就
得
自
己
首
先
去
爱
才
行
。
爱
你
底
生
活
世
界
吧
，
爱
着
，
它
就
会
为
你
揭
下
它
那

面
纱
，
也
爱
你
而
和
泥
共
同
生
活
，
而
你
也
就
懂
得
你
好
为
它
和
自
己
如
何
生
活
。
如
果
，
对
于
对
象
没
有
爱
情
，
对
于
生
活
没
有
爱

情
，
即
使
旁
人
谈
了
许
多
经
验
，
仍
然
没
有
好
处
。
爱
吧
，
行
动
吧
。

　
　

但
使
我
感
到
奇
怪
：
这
样
说
话
，
好
像
，
他
是
一
个
出
生
的
婴
儿
。
好
像
，
他
是
从
月
球
来
的
宾
客
。
好
像
，
他
是
存
在
于
真
空

管
里
。
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我
不
是
责
备
你
。
我
理
解
你
底
意
思
，
是
要
生
活
得
好
些
，
好
些
，
更
好
些
。
但
有
了
要
求
也
就
有
了
苦
闷
，
什
么
是
最
好
的
生

活
呢
？　

怎
样
才
可
以
生
活
得
更
好
呢
？　

等
等
。

　
　

这
使
我
想
到
爱
伦
堡
底
话
。
他
说
音
乐
家
或
舞
蹈
家
，
开
始
得
愈
早
愈
好
；
但
要
做
文
学
家
，
则
开
始
得
愈
迟
愈
好
。
因
为
，
前

者
有
某
些
生
理
上
的
条
件
。
因
为
，
后
者
所
依
靠
的
是
社
会
生
活
里
面
的
东
西
，
是
社
会
实
践
中
得
到
的
，
不
是
从
娘
胎
里
带
来
的
，

不
是
在
身
上
长
着
的
。
而
且
，
生
活
实
践
，
生
活
经
验
，
也
不
是
一
天
两
天
或
一
年
两
年
就
算
毕
业
，
就
能
得
到
的
。
生
活
的
东
西
是

无
限
的
。
一
个
作
家
，
一
方
面
得
向
生
活
世
界
章
鱼
似
的
伸
张
他
的
触
手
，
一
方
面
又
是
一
个
长
期
累
积
过
程
。
这
需
要
时
间
，
漫
长

的
时
间
，
而
且
是
紧
张
的
时
间
。
在
生
活
里
，
没
有
不
劳
而
获
的
便
宜
货
。
上
面
说
到
爱
情
，
这
里
说
到
劳
动
，
那
么
可
以
说
：
劳
动

和
爱
情
，
就
是
全
部
的
生
活
的
『
秘
密
』。
我
们
去
发
现
生
活
是
什
么
，
和
它
是
怎
样
的
『
秘
密
』。
一
天
又
一
天
地
劳
动
，
于
是
生

活
的
货
仓
⑬
丰
满
起
来
。
纯
洁
而
勇
敢
得
去
爱
，
于
是
爱
情
的
结
晶
诞
生
下
来
。
活
的
作
品
，
往
往
带
着
作
家
底
汗
和
血
液
和
世
界
相

见
。『
四
十
岁
开
始
』―

这
一
句
平
凡
的
话
，
就
正
是
爱
伦
堡
底
可
贵
的
经
验
。
累
积
了
四
十
年
的
货
仓
⑫
打
开
来
就
不
会
一
无
所
有
。

四
十
岁
生
孩
子
也
不
算
太
迟
。
而
首
先
是
参
与
生
活
。
而
最
后
也
是
参
与
斗
争
。

原
文
コ
ピ
ー
と
の
異
同
： 

①
そ
れ
ぞ
れ
一
文
で
独
立
し
て
行
変
え
。
二
行
目
は
「
而
」
が
加
え
ら
れ
る
。

②
ア
ス
テ
リ
ス
ク
を
二
個
挿
入
。　
　

③
ア
ス
テ
リ
ス
ク
を
二
個
挿
入
。

④
大
空　
　

⑤
密
云

⑥
但
是
，
黄
昏
的
时
候
归
来
。

　

鸟
底
巢―

是
在
树
上
，
鸟
底
家―

是
在
地
上
。
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每
一
个
黄
昏
归
来
。
地
上
的
家
，
每
天
的
家
。

⑦
ア
ス
テ
リ
ス
ク
を
二
個
挿
入
。　
　

⑧
他　
　

⑨
逗
号　
　

⑩
的　
　

⑪　

甚
至
只
有
更
多　
　
　
　
　

⑫　

壳
仓

注
釈
：
こ
の
エ
ッ
セ
ー
は
人
物
描
写
と
創
作
素
材
に
関
す
る
一
連
の
エ
ッ
セ
ー
の
最
後
に
置
か
れ
る
長
い
作
品
で
、
重
厚
な
思
索
に
満

ち
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
一
連
の
エ
ッ
セ
ー
の
中
に
は
、「
敵
対
事
物
」
と
題
さ
れ
た
小
品
が
あ
る
の
だ
が
、
文
輯
に
は
掲
載
さ
れ
て

い
な
い
。
阿

が
こ
の
「
敵
対
事
物
」
の
中
で
批
判
し
て
い
る
の
は
、
敵
対
し
た
人
物
像
を
描
く
際
、
往
々
に
し
て
描
写
が
ス
テ
レ
オ

タ
イ
プ
に
走
っ
て
、
軽
薄
な
戯
画
化
に
終
わ
る
傾
向
で
あ
る
。
こ
う
し
て
創
作
・
執
筆
態
度
と
現
実
・
社
会
と
の
問
題
に
広
く
触
れ
な

が
ら
、
阿

は
自
ら
の
創
作
論
を
こ
の
エ
ッ
セ
ー
に
込
め
て
い
っ
た
。
現
実
の
生
活
で
泥
ま
み
れ
に
な
っ
て
這
い
ず
り
回
る
こ
と
の

意
味
を
知
ら
な
い
者
に
、
新
し
い
文
学
の
創
作
は
不
可
能
で
あ
る
、
と
阿

は
主
張
し
、
自
ら
の
全
生
命
を
賭
し
て
愛
せ
よ
、
行
動
せ

よ
と
呼
び
か
け
る
。
四
〇
歳
に
な
っ
て
子
供
を
持
つ
こ
と
だ
っ
て
な
ん
ら
お
か
し
な
こ
と
は
な
い
、
た
だ
自
分
自
身
が
愛
し
て
い
る
の

な
ら
、
す
べ
て
は
真
と
な
る
の
だ
。
こ
の
最
後
の
部
分
の
叙
述
に
は
、
一
人
息
子
陳
沛
を
得
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
殺
し
て
世
を

去
っ
た
夫
人
へ
の
思
い
が
重
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
文
中
の
「
一
脚
一
步
地
走
，
一
分
一
寸
地
突
进
，
一
点
一
滴
地
积
累
，

一
砖
一
石
地
创
造
」
に
は
、
阿

の
有
名
な
長
編
詩
「
纤
夫
（
舟
を
牽
く
者
た
ち
）」
の
リ
フ
レ
イ
ン
が
感
じ
ら
れ
る
。
な
お
、「
爱
伦

堡
」
と
は
ソ
連
の
作
家
イ
リ
ヤ
・
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
の
こ
と
で
あ
り
、
ほ
か
の
エ
ッ
セ
ー
に
も
引
用
が
散
見
さ
れ
、
阿

の
エ
レ
ン
ブ
ル

グ
へ
の
傾
倒
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
の
エ
ッ
セ
ー
は
か
な
り
の
長
編
な
の
で
、
以
下
第
二
部
分
、
第
三
部
分
に
分
け
て
考
察
を
進
め
る
。
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5
、「
关
于
现
实
、
关
于
生
活
」（
第
二
部
分
、
四
〇
頁
）

但
也
请
看
看
几
种
人
。

有
这
样
一
种
人
，
常
常
说
：
『
哎
呀
，
我
没
有
生
活
呀
！
』

如
果
这
时
一
种
谦
虚
，
或
一
种
要
求
，
如
果
这
是
人
不
满
意
①
于
现
有
生
活
状
态
，
或
不
以
过
去
的
生
活
实
践
作
为
限
度
，
即
向

生
活
要
求
得
更
多
，
更
大
，
更
广
阔
，
更
深
远
，
从
这
里
再
出
发
去
拥
抱
世
界
，
去
发
展
自
己―

这
是
极
好
。

但
如
果
这
样
，
这
里
也
就
不
用
再
谈
。
事
情
并
不
如
此
。
因
为
这
是
他
没
有
对
生
活
负
责
，
或
无
视
了
生
活
。
那
么
，
就
到
他
这

样
叫
屈
的
时
候
，
我
们
就
应
该
反
问
他
：
『
你
怪
那
个
呀
？　

你
问
你
自
己
吧
！
』

但
他
没
有
这
样
客
气
，
他
没
有
怪
他
自
己
：
相
反
，
他
所
埋
怨
的
只
是
②
生
活
，
就
像
③
生
活
害
了
他
一
样
。

但
他
这
样
说
法
，
倒
也
证
明
了
一
件
真
实
，
说
明
了
一
个
真
相
：
（
④
）
生
活
里
，
他
原
来
是
一
个
『
多
余
的
人
』。
在
生
活
里
，

他
是
一
个
瞎
子
。
在
生
活
里
，
他
活
着
吃
肉
，
死
了―

却
不
能
卖
肉
。

　
　

自
然
，
说
生
活
（
⑤
）
那
到
底
是
怎
样
一
种
生
活
，
也
不
是
不
值
得
生
活
注
意
，
不
应
该
关
心
。
如
果
这
样
，
岂
不
是
一
个
随
波

逐
流
的
浮
尸
，（
⑥
）
不
是
一
个
昏
天
黑
地
的
白
吃
？　

不
过
『
以
五
十
步
笑
百
步
』，
难
道
比
他
优
秀
么
？　

不
是
的
。
这
里
只
是
说
，

生
活
不
是
一
张
白
纸
，
也
不
应
该
是
一
张
白
纸
，
但
他
却
把
它
弄
得
成
为
一
张
白
纸
。

　
　

第
二
种
（
⑦
）。
这
种
人
，
看
起
来
，
样
子
是
相
反
的
。
我
们
也
就
听
到
他
们
常
常
说
：
『
哧
，
我
走
过
的
桥
，
比
你
走
过
的
路

还
要
多
得
多
哩
！
』

　
　

这
所
说
的
，
如
果
是
他
生
活
得
好
，
生
活
得
荣
耀
，
生
活
（
⑧
）
丰
富
，
尤
其
，
生
活
得
不
平
凡
，
与
众
不
同
，
出
人
头
地
，
而

且
还
（
⑨
）
这
样
生
活
下
去
，
那
么
不
但
他
值
得
自
豪
，
就
是
有
些
夸
耀
也
不
要
紧
，
我
们
也
不
但
敬
爱
他
，
钦
慕
他
，
而
且
还
应
该

以
他
作
为
榜
样
，
以
他
底
光
荣
为
自
己
的
光
荣
。
但
事
情
也
并
非
这
样
。
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其
实
，
说
这
句
话
的
人
，
说
这
句
话
的
道
理
，
却
不
过
是
所
谓
『
摆
老
资
格
』。
而
且
说
这
话
的
时
候
，
他
已
经
就
没
有
资
格
，

像
个
破
落
户
，
对
于
新
鲜
事
物
既
没
有
兴
趣
，
对
于
可
畏
的
后
生
又
自
感
落
寞
，
不
向
前
看
专
向
后
看
，
但
又
心
里
不
服
，
这
才
说
了

这
样
的
话
，
安
慰
自
己
，
鄙
落
别
⑩
人
。
这
是
资
格
『
老
』
而
内
容
空
虚
，
或
则
资
格
也
不
老
而
只
是
年
龄
『
老
』（
⑪
）
生
活
虚
而

『
摆
空
架
子
』。

　
　

所
以
，
一
位
久
经
战
斗
的
人
，
曾
经
对
某
些
人
说
过
几
句
意
义
深
刻
的
话
。
他
这
样
说
：
不
错
，
你
走
过
的
『
桥
』
比
旁
人
底

路
『
多
』。
但
你
走
过
了
那
么
『
多
』
的
『
桥
』，
到
底
那
时
什
么
『
桥
』
？　

木
头
的
还
是
钢
骨
水
泥
的
？　

到
底
那
又
是
怎
样
的

『
桥
』
？　

可
以
通
过
大
车
，
还
是
火
车
？　

你
却
并
不
知
道
。
这
样
说
来
〈
⑫
〉
这
还
不
如
只
走
过
一
座
『
桥
』，
却
知
道
那
是
在
什

么
地
方
的
，
是
什
么
材
料
的
，
可
以
派
什
么
用
处
的
，
那
样
的
人
倒
是
更
好
的
。

这
是
一
个
比
喻
。
但
也
就
是
一
个
『
为
何
生
活
』
的
问
题
。〈
⑬
〉

第
三
种
。
⑭
说
：
『
生
活
，
平
凡
。』

　
　

到
这
里
，
内
容
就
更
复
杂
。
例
如
：
火
热
的
斗
争
的
理
想
，
年
青
的
理
想
的
怀
抱
，
外
交
仪
式
的
客
套
，
小
屋
里
的
苦
闷
，
浪
漫
派
，

英
雄
主
义
，
无
病
的
呻
吟
，
过
饱
的
叹
息
，
等
等
，
等
等
，
所
以
我
不
用
第
三
种
『
人
』
的
说
法
。
从
而
，
我
只
打
算
这
样
说
：
⑭

　
　

在
我
们
的
生
活
里
，
商
品
，
实
在
是
一
件
非
常
平
凡
的
东
西
。
但
马
克
思
，（
⑮
）
不
是
从
商
品
的
分
析
出
发
，
而
著
作
了
他
底

《
资
本
论
》
的
吗
？　

苹
果
成
熟
了
，
从
树
上
落
下
地
来
，
也
是
生
活
中
最
平
凡
的
现
象
。
但
牛
顿
⑯
，（
⑰
）
不
是
从
这
落
体
现
象
而

发
现
了
地
心
吸
力
的
吗
？　

鸟
翅
底
构
造
形
式
，
水
涡
流
现
象
，
一
小
片
纸
受
风
的
浮
扬
力
，
这
一
些
都
是
平
凡
的
事
物
，
平
凡
的
现

象
，
但
楚
柯
夫
斯
基
⑱
却
从
这
一
切
的
研
究
，
创
立
了
气
体
力
学
，
是
人
类
底
活
动
扩
张
到
『
第
五
洋
』
去
，
成
了
『
俄
罗
斯
航
空
的

之
父
』。

〈
⑲
〉
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这
就
可
以
说
：
一
件
东
西
，〈
⑳
〉
不
管
那
是
很
普
通
的
东
西
，
在
思
想
家
和
科
学
家
面
前
，
㉑
它
就
总
是
不
平
凡
的
，
而
且
愈

是
普
通
的
东
西
，
和
人
民
生
活
就
愈
是
有
关
系
，
巨
人
们
是
从
这
里
看
到
那
不
平
凡
的
意
义
，
看
出
了
那
本
质
的
意
义
。

这
就
可
以
说
：
感
到
生
活
平
凡
，
是
因
为
他
自
己
原
来
是
一
个
平
凡
的
人
之
故
。

　
　

这
就
可
以
说
：
如
果
从
自
己
生
活
里
，
感
到
了
和
人
民
生
活
的
联
系
，
如
果
在
自
己
底
工
作
里
，
感
到
了
那
人
民
的
意
义
，
即
使

生
活
好
像
平
常
，
工
作
也
普
通
，
既
不
特
别
，
也
不
稀
奇
，
但
他
，
就
会
生
活
得
好
，
生
活
得
有
意
义
，
生
活
得
有
价
值
，
生
活
有
兴

趣
，
也
就
不
会
说
什
么
生
活
平
反
了
。
何
况
，
生
活
又
是
多
变
多
采
的
，
生
活
在
前
进
，
而
新
鲜
事
物
又
每
天
汹
涌
而
来
呢
。

　
　

一
件
东
西
，
一
件
事
情
，
如
果
，
我
们
对
于
它
无
人
时
，
或
不
去
认
识
，
那
它
对
于
我
们
就
当
然
是
平
凡
的
了
。
如
果
，
认
识
了

它
，
那
它
就
不
再
是
或
不
会
是
平
凡
的
了
。
是
认
识
，
使
平
凡
的
东
西
成
为
不
平
凡
的
东
西
。
但
认
识
过
程
是
一
个
行
动
过
程
，
不
行

动
就
不
可
能
认
识
什
么
。
而
说
生
活
平
凡
的
人
，
往
往
就
是
不
行
动
的
人
。
他
讨
厌
平
凡
的
生
活
（
㉒
）
但
又
好
像
〈
㉓
〉
他
否
定
平

凡
的
生
活
，
其
实
是
安
于
平
凡
的
生
活
。
这
结
果
是
，
既
不
认
识
（
㉔
）
平
凡
的
生
活
，
也
不
认
识
他
这
个
『
平
反
』
的
生
活
，
他
就

只
好
在
无
行
动
的
状
态
里
永
远
过
着
『
平
反
』
的
生
活
，
在
无
认
识
的
状
态
里
永
远
苦
闷
，
在
无
斗
争
的
状
态
里
，
在
『
平
反
』
里
沉

沦
下
去
，
一
直
沉
到
底
。

到
这
里
，
我
又
得
转
到
另
外
一
个
方
面
去
了
。
你
疲
倦
了
没
有
？
（
㉕
）

原
文
コ
ピ
ー
と
の
異
同
： 

①
不
满
足　
　

②
却
是　
　

③
好
像　
　

④
在　
　

⑤
逗
号　
　

⑥
岂　
　

⑦
人

⑧
得　
　

⑨
是　
　

⑩
旁　
　

⑪
逗
号

⑫
削
除
さ
れ
た
文
。
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你
所
走
过
的
『
桥
』
就
是
再
『
多
』，『
多
』
有
什
么
用
处
？

⑬
削
除
さ
れ
た
文
。

　
　

生
活
不
是
走
马
看
花
的
旅
行
。
甚
至
也
不
是
真
枪
实
弹
的
演
习
。
而
是
敌
我
分
明
而
又
血
肉
相
搏
的
斗
争
！

⑭
指
引
线　
　

⑮
岂　
　

⑯
英
文
表
記
挿
入
（I. N

ew
ton

）　　

⑰
岂

⑱
英
文
表
記
挿
入
（N

. E. Zhukovsky

）

⑲
削
除
さ
れ
た
文
章
（
以
下
の
約
一
千
字
）。

　
　

狗
，
是
平
凡
的
家
畜
，
果
树
、
农
作
物
是
平
凡
的
植
物
；
循
环
系
统
、
消
化
系
统
、
神
经
系
统
、
是
平
凡
的
生
物
的
机
体
构
造
；

植
物
底
发
育
过
程
、
生
长
过
程
、
是
平
凡
的
自
然
的
发
展
过
程
、
等
等
，
等
等
。
一
切
在
我
们
底
平
凡
的
日
常
生
活
世
界
里
存
在
着
，

平
凡
地
存
在
着
，
活
动
者
，
平
凡
地
活
动
着
，
反
复
着
，
平
凡
地
反
复
着
，
对
于
我
们
，
好
像
既
不
重
要
，
也
不
神
秘
，
而
我
们
也

既
无
兴
趣
，
又
不
注
意
。
但
，
巴
夫
洛
夫
（I. P. Pavlov

），
米
邱
林
（I. V

. M
ichurin

），
李
森
科
（T

. D
. Lysenco

），
还
是
从
这

里
得
出
了
条
件
反
射
的
原
理
，
大
脑
两
半
球
底
活
动
的
道
理
，『
向
自
然
争
取
』
而
改
变
了
自
然
，
获
得
了
耐
寒
的
优
良
品
种
的
水
果
，

以
春
化
处
理
的
方
法
改
造
了
播
种
季
节
，
缩
短
了
农
作
物
底
成
熟
期
，
提
高
了
品
质
和
产
量
，
等
等
。
不
仅
为
此
啊
，
你
知
道
。
你

看
：
马
克
思
主
义
暴
露
了
资
本
主
义
底
内
在
矛
盾
，
教
育
了
全
世
界
的
无
产
阶
级
，
引
导
了
变
革
世
界
的
革
命
斗
争
。
巴
夫
洛
夫
在
心

理
学
、
医
学
、
教
育
学
多
方
地
给
予
了
全
人
类
以
巨
大
的
贡
献
之
外
，
又
证
明
了
精
神
和
肉
体
的
统
一
，
根
本
推
翻
了
种
族
和
阶
级
不

平
等
的
资
产
阶
级
『
学
说
』，
攻
破
了
唯
心
论
的
世
界
观
的
最
后
阵
地
，
米
邱
林
、
李
森
科
给
予
了
社
会
主
义
农
业
底
发
展
以
巨
大
的

意
义
之
外
，
米
邱
林
派
学
说
又
给
予
资
产
阶
级
的
『
遗
传
学
』
以
有
力
的
粉
碎
的
打
击
，
成
为
唯
物
主
义
底
薪
的
科
学
武
装
。
这
一
切
，

你
看
怎
样
，
还
能
够
说
什
么
『
平
凡
』
吗
？　

不
，
不
是
『
平
凡
』，
是
伟
大
而
又
伟
大
！

　

 　

这
一
切
是
：
从
平
凡
到
不
平
凡
；
从
平
凡
出
发
，
向
不
平
凡
上
升
。『
万
里
长
征
走
完
了
第
一
步
』，
决
不
能
看
轻
这
『
第
一
步
』。
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『
千
丈
高
峰
从
地
起
』，
决
不
能
抛
开
这
『
从
地
起
』。

　
　

十
月
革
命
之
后
，
列
宁
，
是
怎
样
注
意
和
帮
助
楚
柯
夫
斯
基
底
科
学
研
究
工
作
，
在
他
工
作
五
十
年
的
纪
念
日
，
还
以
列
宁
自
己

底
名
字
发
布
命
令
给
予
他
以
最
光
荣
的
称
号
。
对
于
巴
夫
洛
夫
，
也
是
这
样
，
从
苏
维
埃
政
府
成
立
的
那
一
天
起
，
列
宁
就
经
常
关

心
这
位
科
学
工
作
者
，
关
心
他
底
工
作
和
生
活
，
为
他
底
工
作
在
艰
难
的
日
子
里
准
备
条
件
、
给
予
他
们
以
加
倍
的
食
粮
配
给
，
后
来

还
以
人
民
委
员
会
底
命
令
决
定
组
织
一
个
特
别
委
员
会
（
里
面
有
高
尔
基
），
保
障
他
底
工
作
的
进
行
。
对
于
米
邱
林
的
重
视
，
情
形

也
是
如
此
，
列
宁
亲
自
阅
看
他
底
关
于
裁
培
植
物
新
种
的
实
验
报
告
，
派
加
里
宁
访
问
他
和
参
观
他
所
经
营
的
果
树
园
；
当
他
八
十
岁

的
一
年
，
在
他
工
作
六
十
年
的
纪
念
日
，
斯
大
林
还
给
他
打
了
电
报
向
他
祝
贺
，
对
于
他
『
这
整
整
八
十
年
的
生
命
是
一
个
无
上
的
嘉

奖
』，
使
他
在
『
这
伟
大
的
关
怀
中
得
到
了
幸
福
』。
这
一
切
所
证
明
的
又
是
什
么
呢
？　

就
是
：
列
宁
、
斯
大
林
、
能
够
从
平
凡
的

事
物
里
，
以
探
照
灯
似
的
目
光
看
到
那
巨
大
的
意
义
；
或
再
说
，
他
们
根
本
就
没
有
把
一
切
在
生
活
里
是
那
么
普
遍
的
、
那
么
平
常
的
、

那
么
反
复
着
的
东
西―

那
些
我
们
看
起
来
似
乎
是
『
平
凡
』
的
东
西―

当
作
什
么
真
正
『
平
凡
』
的
东
西
。

⑳
在
巨
人
面
前
它
就
总
是
不
平
凡
的
，　　

㉑
在
巨
人
面
前
它
也
就
巨
大
了
起
来
。　
　
　
　

㉒
逗
号　
　

㉓
不
值
得
和
它
斗
争
而
无
斗
争
。
在
这
样
一
个
矛
盾
里
，
好
像

㉔
不　
　

㉕
指
引
线

注
釈
：
阿

は
こ
の
第
二
部
分
で
人
の
経
験
と
は
何
か
を
語
り
、
真
の
生
活
実
感
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
主
張
す
る
。
ま
た
「
生
活

が
平
凡
だ
」
と
不
平
を
も
ら
す
若
者
に
対
し
、「
平
凡
」
の
も
つ
極
め
て
偉
大
な
意
義
を
説
く
。
こ
の
部
分
で
は
、
原
文
か
ら
か
な
り

大
幅
な
削
除
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ソ
連
と
社
会
主
義
革
命
の
進
展
に
関
す
る
こ
と
、
そ
し
て
科
学
者
に
対
す
る
レ
ー
ニ
ン
や

ス
タ
ー
リ
ン
の
態
度
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
長
い
削
除
に
は
し
か
る
べ
き
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
こ
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こ
で
は
推
測
を
避
け
て
そ
の
ま
ま
原
文
を
載
せ
る
こ
と
に
す
る
。
最
後
に
こ
の
文
章
の
読
み
手
に
対
し
、
阿

の
「
君
は
疲
れ
て
は
い

な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
呼
び
か
け
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
彼
の
優
し
さ
を
そ
の
ま
ま
物
語
っ
て
い
る
箇
所
で
も
あ
る
。

6
、「
关
于
现
实
、
关
于
生
活
」（
第
三
部
分
、
四
三
頁
）

　
　

有
的
时
候
，
由
于
某
些
原
因
，
某
些
条
件
，
我
们
一
时
还
没
有
到
所
热
望
的
生
活
中
去
的
可
能
。
这
样
的
时
候
，
发
生
苦
闷
，
不

满
现
有
的
生
活
，
也
是
人
之
情
。
但
在
这
样
的
时
候
，
也
决
不
能
等
待
理
想
，
而
失
去
行
动
。
为
了
想
望
巨
大
而
激
荡
的
生
活
，
而
把

现
有
的
生
活
放
在
手
边
让
它
休
息
，
或
使
它
烂
掉
的
。
不
，
这
完
全
不
对
。
不
但
大
的
生
活
是
把
那
做
好
了
的
小
的
生
活
所
累
积
而
成

的
，
所
谓
『
积
小
胜
为
大
胜
』，
而
且
，
如
果
在
生
活
里
一
切
都
应
该
实
事
求
是
的
话
，
这
里
还
是
一
样
的
。〈
①
〉

　
　
〈
②
〉
鲁
迅
是
我
们
的
导
师
。
但
他
送
人
的
书
他
总
要
包
得
四
四
方
方
的
，
一
丝
不
苟
的
。
小
么
？　

小
得
很
。
但
也
只
有
在
小

事
情
上
他
是
这
样
认
真
、
实
在
的
人
，
到
巨
大
的
生
活
中
去
他
才
会
同
样
认
真
，
实
在
，
负
责
任
。
如
果
在
小
的
东
西
上
荒
唐
，
随
便
，

怎
样
可
以
保
证
他
在
巨
大
的
生
活
中
能
够
老
老
实
实
？　

实
事
求
是
是
对
于
生
活
中
的
任
何
事
物
和
事
情
的
态
度
。
这
里
，
可
以
说
，

并
不
以
大
小
而
分
。
小
的
不
实
事
求
是
而
大
的
才
实
事
求
是
，
小
的
这
一
半
不
实
事
求
是
而
大
的
那
一
半
（
③
）
忽
然
变
得
实
事
求
是
，

是
少
有
的
。

　
　

那
么
，
如
果
说
到
处
有
生
活
，
意
思
就
应
该
是
：
自
己
随
时
随
地
都
好
好
生
活
：
自
己
首
先
在
所
谓
平
凡
的
生
活
中
锻
炼
，
考
验
，

然
后
发
展
出
去
。

　
　

第
四
种
人
（
④
）
则
说
：
这
一
种
生
活
⑤
是
生
活
，
那
一
种
不
是
生
活
。
我
最
近
和
Ｆ
、
Ｇ
谈
过
这
个
问
题
，
还
有
一
些
争
论
发

生
，
事
情
也
就
是
为
此
。

　
　

这
样
或
那
样
的
生
活
，
这
一
部
门
或
那
一
部
门
的
生
活
，
这
一
方
面
或
那
一
方
面
的
生
活
，
等
等
，
等
等
，
差
别
当
然
是
存
在
的
。
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这
种
差
别
而
且
还
可
以
是
很
重
大
的
。
这
不
但
没
有
问
题
，
而
且
正
是
由
于
这
种
差
别
底
存
在
和
重
要
性
，
在
参
与
生
活
的
问
题
上
我

们
还
得
努
力
去
争
取
条
件
的
。

　
　

但
姑
且
打
一
个
比
方
：
假
定
大
海
中
心
是
波
涛
一
场
激
荡
的
，
而
边
缘
，
则
不
过
有
一
些
浪
花
，
或
波
动
。
这
样
说
，
这
中
心
和

边
缘
在
动
荡
的
力
量
上
就
存
在
着
强
度
的
差
异
。
这
个
差
异
是
不
可
忽
略
的
。
我
们
如
果
参
与
生
活
，
如
果
有
了
条
件
，
当
然
要
投
入

波
涛
激
荡
的
中
心
去
，
而
不
能
留
在
海
边
看
风
景
，
否
则
就
是
逃
避
生
活
，
逃
避
斗
争
。

　
　

但
这
里
的
问
题
并
非
这
样
。
这
里
，
看
起
来
，
很
像
为
了
肯
定
那
个
中
心
似
的
，
但
却
从
这
一
点
，
完
全
否
定
了
边
缘
。
这
就
是

把
一
个
大
海
分
割
起
来
，
使
中
心
和
边
缘
机
械
地
对
立
起
来
。
于
是
问
题
就
是
：
如
果
根
本
地
取
消
了
大
海
底
中
心
也
就
是
取
消
了
大

海
本
身
。

　
　

如
果
这
是
强
调
生
活
与
斗
争
，
很
对
。
如
果
说
话
的
对
象
是
一
个
对
生
活
与
斗
争
抱
消
极
态
度
的
或
抱
随
便
主
义
的
人
，
这
个

说
法
也
可
以
。
但
如
果
是
认
识
论
的
问
题
，
而
不
是
行
动
性
的
问
题
，
就
是
说
：
如
果
这
样
的
一
个
说
法
，
在
他
是
一
个
一
般
的
说
法
，

即
由
于
他
底
认
识
之
故
的
话
，
那
么
，
对
于
生
活
的
看
法
，
他
就
陷
到
二
元
论
的
地
位
上
去
了
，
出
了
毛
病
。

　
　

我
们
知
道
，
只
有
中
心
而
没
有
边
缘
的
大
海
，
那
是
不
存
在
的
，
抽
象
的
。
中
心
和
边
缘
不
同
，
但
又
彼
此
相
通
，
即
有
内
部
的

联
系
存
在
着
。
大
海
底
中
心
底
激
荡
的
力
量
，
即
不
得
不
波
动
到
边
缘
来
，
边
缘
底
波
动
，
也
正
是
这
激
荡
的
反
应
，
而
且
还
不
断
地

反
作
用
到
中
心
去
。
我
们
热
望
投
入
大
海
底
中
心
。
但
如
果
一
时
是
在
边
缘
，
如
果
善
于
感
受
生
活
而
不
麻
木
⑥
和
怠
惰
，
那
么
，
我

们
也
应
该
能
够
同
样
感
到
那
从
中
心
来
的
动
荡
的
力
量
，
和
从
那
里
吸
取
自
己
底
力
量
而
肯
定
地
生
活
和
斗
争
。

　
　

再
打
一
个
比
方
：
在
前
线
的
战
斗
是
一
种
生
活
，
在
后
方
勤
务
部
门
又
是
一
种
生
活
。
但
能
不
能
够
谈
战
斗
是
生
活
而
后
勤
不
是

呢
？　

不
能
的
。〈
⑦
〉
后
勤
是
为
了
前
线
的
，
而
且
它
本
身
也
是
战
斗
的
力
量
。
重
视
前
线
是
应
该
的
，
但
轻
视
后
勤
这
就
不
应
该

了
。
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我
们
底
阵
地
是
在
我
们
底
生
活
里
，
在
我
们
底
工
作
岗
位
上
，
它
就
在
我
们
脚
底
下
。
步
步
是
阵
地
，
步
步
是
战
斗
。

因
为
，
生
活
是
社
会
生
活
，
不
是
孤
岛
。

因
为
，
生
活
里
面
没
有
真
空
地
带
。

因
为
，
生
活
里
面
的
空
白
区
是
必
须
消
灭
的
。

　
　

因
为
，
今
天
的
工
作
是
革
命
工
作
，
每
一
个
部
门
都
是
人
民
事
业
中
的
『
齿
轮
和
螺
丝
钉
⑧
』，
即
使
有
差
别
，
也
只
有
中
心
和

边
缘
之
分
…
…
却
不
是
这
是
生
活
而
那
『
不
是
生
活
』
之
分
，
更
不
能
把
那
看
成
『
孤
岛
』
或
『
真
空
』。

　
　

生
活
要
争
取
。
生
活
是
斗
争
。
人
到
底
如
何
认
识
⑨
，
是
一
个
重
要
的
问
题
，
但
他
到
底
在
怎
样
生
活
着
，
也
同
样
是
一
个
重
要

的
问
题
。（
⑩
）
行
动
性
是
重
要
的
。
认
识
论
也
是
重
要
的
。
得
求
得
这
两
者
的
统
一
。

劳
动
吧
，
实
践
和
创
造
把
。
爱
吧
，
有
一
分
热
就
发
一
分
光
吧
。

你
问
『
如
何
生
活
？
』―

难
道
生
活
里
面
还
会
有
什
么
『
秘
密
』
或
『
秘
决
』
存
在
吗
？

　
　

你
问
『
如
何
生
活
？
』―

可
是
你
已
经
明
白
首
先
是
生
活
，
然
后
是
写
作
。
这
极
好
。
但
如
果
以
为
，
为
了
写
作
，
这
世
界
上

还
有
一
种
特
别
的
生
活
法―

那
样
的
生
活
，
却
是
没
有
的
，
从
来
也
没
有
，
永
远
也
没
有
的
。

原
文
コ
ピ
ー
と
の
異
同
：

① 

削
除
さ
れ
た
文
：
首
先
做
好
一
个
小
兵
，
然
后
才
可
以
做
一
个
好
的
将
军
；
不
能
做
或
不
愿
意
做
一
个
好
的
小
兵
，
而
说
它
可
以
做

好
的
而
且
还
是
一
个
最
好
的
将
军―

你
也
不
会
相
信
这
样
的
事
和
这
样
的
人
。

② 

削
除
さ
れ
た
文
：
斯
大
林
是
个
巨
人
。
但
他
连
一
个
错
误
的
标
点
符
号
也
像
对
于
敌
人
一
样
不
能
容
忍
，
不
肯
放
松
。
难
道
标
点
符

号
不
是
生
活
中
的
小
东
西
，
用
错
也
是
极
平
常
的
事
？　

但
斯
大
林
对
于
它
却
异
常
认
真
。
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③
指
引
线　
　

④
指
引
线　
　

⑤
﹇
生
活
﹈
を
付
加　
　

⑥
麻
痹

⑦
削
除
さ
れ
た
文
：
战
斗
和
后
勤
不
可
分
。
没
有
后
勤
的
战
斗
是
不
可
能
的
。

⑧
螺
钉　
　

⑨
在
什
么
生
活
中　
　

⑩
こ
こ
で
行
変
え

注
釈
：
こ
の
エ
ッ
セ
ー
の
最
後
に
、
阿

は
「
小
さ
な
生
活
」、「
つ
ま
ら
な
く
見
え
る
生
活
」
こ
そ
真
の
創
作
の
源
泉
で
あ
る
と
説
く
。

削
除
さ
れ
た
箇
所
は
、
ソ
連
と
ス
タ
ー
リ
ン
に
関
す
る
部
分
と
前
線
と
後
方
支
援
に
関
す
る
も
の
。
こ
の
う
ち
前
線
と
後
方
の
関
係
な

ど
は
、
あ
ま
り
に
も
軍
事
理
論
的
な
の
で
敬
遠
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
ソ
連
と
ス
タ
ー
リ
ン
に
関
す
る
記
述
に
関
し
て
は
、
単

に
わ
か
り
に
く
い
と
い
う
理
由
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
阿

の
創
作
の
理
論
は
、
胡
風
ら
と
の
活
動
や
討
議
に
根
ざ
す
も
の
で
、
現

実
の
生
活
の
中
に
し
か
真
の
創
作
の
機
縁
は
な
く
、
現
実
の
中
で
鍛
え
ら
れ
た
理
念
と
情
念
が
新
し
い
文
学
を
生
む
と
い
う
、「
主
観

戦
闘
精
神
」
の
主
張
が
明
瞭
に
読
み
取
れ
る
。
典
型
人
物
論
、
英
雄
人
物
論
、
敵
対
人
物
論
な
ど
、
新
中
国
建
国
後
に
一
気
に
主
流
と

な
っ
て
い
く
浮
つ
い
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
作
り
の
文
芸
思
潮
に
対
し
、
阿

は
真
剣
な
論
戦
を
挑
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
最
後
の
部
分
、

「
労
働
せ
よ
、
実
践
せ
よ
、
創
造
せ
よ
、
そ
し
て
愛
せ
よ
。
一
分
の
熱
が
あ
れ
ば
一
分
の
光
を
発
せ
よ
！
」
と
は
明
ら
か
に
胡
風
の
言

を
引
き
継
い
だ
主
張
で
あ
る
。
Ｆ
，
Ｇ
に
つ
い
て
は
誰
な
の
か
不
明
。

７
、
ま
と
め
に
代
え
て

　

阿

の
『
風
雨
楼
文
輯
』
所
収
の
一
部
エ
ッ
セ
ー
に
対
す
る
テ
キ
ス
ト
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
と
注
釈
を
試
み
て
み
た
の
だ
が
、
こ
う
し
て

丹
念
に
読
み
進
め
て
い
く
と
、
編
集
者
の
態
度
と
い
う
も
の
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
う
。
本
稿
の
前
段
に
述
べ
た
テ
キ
ス
ト
修
訂
の
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三
つ
の
特
徴
（
1
、
印
刷
技
術
の
未
熟
を
補
う
、
誤
字
脱
字
訂
正
の
よ
う
な
修
訂
。
2
、
原
作
に
対
す
る
不
適
切
な
態
度
に
よ
り
、
杜

撰
な
編
集
と
な
っ
て
し
ま
う
「
修
訂
」。
3
、
政
治
的
と
思
わ
れ
る
意
図
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
修
正
）
に
基
づ
い
て
考
え
る
と
、
ほ
ん

の
数
箇
所
、
1
な
い
し
2
の
「
修
訂
」
が
見
ら
れ
た
が
、
当
時
に
あ
っ
て
は
丁
寧
な
編
集
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
3
に
相
当
す

る
よ
う
な
大
幅
な
削
除
が
あ
る
の
は
残
念
な
結
果
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
こ
れ
は
、
政
治
的
な
理
由
と
い
う
よ
り
、
現
代
中
国
の
商
業

主
義
の
要
請
に
よ
る
修
訂
と
見
る
方
が
妥
当
か
も
か
も
し
れ
な
い
。
中
国
現
代
史
の
暗
部
に
葬
ら
れ
た
阿

、
そ
の
輝
け
る
業
績
の
本

格
的
な
再
現
は
ま
だ
遠
い
。
今
後
筆
者
は
こ
の
校
勘
作
業
を
も
と
に
『
風
雨
楼
文
輯
』
と
そ
の
実
像
に
関
す
る
論
考
を
進
め
て
い
く
つ

も
り
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
校
勘
作
業
の
基
本
は
数
年
前
に
大
学
院
の
授
業
で
行
っ
た
読
解
・
講
読
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、「
新
月
」
各
編
の
読
解

も
こ
こ
数
年
大
学
院
で
継
続
的
に
行
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
前
段
の
テ
キ
ス
ト
の
異
同
に
関
し
て
は
、
二
〇
〇
七
年
八
月
に

慶
應
義
塾
大
学
で
行
わ
れ
た
台
湾
淡
江
大
学
と
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
で
の
発
表
に
基
づ
い
て
い
る
。

注（
1
）
阿

（
本
名
陳
守
梅
）
一
九
〇
七
年
、
杭
州
生
ま
れ
。
少
年
時
私
塾
で
文
才
に
目
覚
め
る
が
、
三
三
年
、
戦
況
の
悪
化
を
受
け
、
軍
人

と
な
る
こ
と
を
決
意
。
黄
埔
軍
官
学
校
歩
兵
科
に
入
学
、
三
六
年
に
卒
業
、
陸
軍
第
八
十
八
師
団
少
尉
。
三
七
年
八
月
、
上
海
防
衛
戦
に

小
隊
を
率
い
て
出
撃
、
戦
闘
中
に
顔
面
を
銃
撃
さ
れ
重
傷
を
負
っ
て
大
後
方
に
撤
退
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
胡
風
の
雑
誌
「
七
月
」
に
ル
ポ
ル

タ
ー
ジ
ュ
を
投
稿
し
は
じ
め
、
胡
風
の
知
遇
を
得
る
。
そ
の
後
長
沙
な
ど
を
転
々
と
し
な
が
ら
、
周
恩
来
秘
書
だ
っ
た
呉
奚
如
の
ル
ー
ト

か
ら
延
安
に
入
り
、
共
産
党
の
抗
日
軍
政
大
学
に
学
ぶ
。
し
か
し
軍
事
演
習
中
に
眼
球
を
負
傷
し
、
治
療
の
た
め
に
西
安
に
退
く
。
長
編

小
説
「
南
京
」
を
延
安
と
西
安
で
書
き
上
げ
る
。
翌
年
、
重
慶
に
。
胡
風
ら
の
勧
め
で
国
民
党
軍
部
中
枢
へ
入
る
。
国
民
党
軍
事
委
員
会

政
治
部
軍
事
処
第
二
科
付
少
佐
、
ま
も
な
く
軍
令
部
少
佐
参
謀
。
四
四
年
、
陸
軍
大
学
に
再
入
学
、
卒
業
後
成
都
陸
軍
軍
官
学
校
の
戦
術
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教
官
。
Ｓ
Ｍ
、
亦
門
な
ど
夥
し
い
数
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
う
。
こ
の
こ
ろ
共
産
党
に
、
胡
・
呉
ル
ー
ト
を
使
い
国
民
党
軍
部
の
高
級
軍
事

情
報
を
リ
ー
ク
。
や
が
て
密
告
者
に
情
報
漏
洩
が
発
覚
し
、
四
川
を
脱
出
。
こ
の
間
、
成
都
で
結
婚
し
、
男
の
子
も
儲
け
た
が
、
若
妻
瑞

は
服
毒
自
殺
。
阿

は
国
民
党
の
指
名
手
配
を
逃
れ
て
江
南
を
巡
り
、
南
京
気
象
台
に
。
そ
の
後
、
南
京
陸
軍
大
学
兵
学
研
究
院
に
中
央

研
究
員
と
し
て
入
学
、
後
に
四
八
年
に
は
陸
軍
参
謀
学
校
で
教
官
と
な
る
。
昇
進
し
て
大
佐
。
四
九
年
以
後
は
一
人
息
子
陳
沛
と
共
に
天

津
に
住
み
、
天
津
文
壇
の
指
導
者
の
ひ
と
り
と
な
る
。
大
著
『
詩
と
現
実
』
を
出
版
し
、
活
発
な
文
芸
評
論
を
展
開
。
五
五
年
、
胡
風
事

件
に
連
座
、
胡
風
反
革
命
集
団
の
指
導
者
の
一
人
と
し
て
十
二
年
間
監
禁
、
六
七
年
天
津
監
獄
で
病
死
。

　
　
　

拙
論
に
「
阿

南
京
と
そ
の
問
題
点
」（
藝
文
研
究
五
六
、
一
九
九
〇
年
一
月
）、「
阿

の
詩
論
に
つ
い
て
」（
北
陸
大
学
外
国
語
学

部
紀
要
１
、
一
九
九
二
年
一
二
月
）、「
阿

に
見
る
タ
ゴ
ー
ル
受
容
の
分
岐
」（
藝
文
研
究
六
五
、
一
九
九
四
年
三
月
）、「
阿

の
四

十
年
代
に
お
け
る
特
異
性
に
関
す
る
考
察
」（
日
本
中
国
學
會
「
日
本
中
国
學
會
報
」
五
一
、
一
九
九
九
年
一
〇
月
）、
『A

 V
erbose 

Silence in 1939 Chongqing
』
（K
en Sekine, M

odern Chinese Literature and Culture Resource Center. http

：//m
clc.

osu.edu/rc/pubs/sekine.htm
upload/02Sep.2004

）。「
南
京
」
は
『
南
京
慟
哭
』（
拙
訳
、
五
月
書
房
、
一
九
九
四
年
一
一
月
）
と

し
て
出
版
。

（
2
）『
風
雨
楼
文
輯
』
路
莘
編
、
時
代
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
九
年
一
月
。
第
三
章
の
（　

）
内
の
数
字
は
本
書
の
頁
。

（
3
）「
新
月
」
一
九
二
八
年
三
月
、
徐
志
摩
、
聞
一
多
、
饒
孟
侃
ら
に
よ
り
上
海
で
創
刊
。
一
九
三
三
年
六
月
の
最
終
号
ま
で
、
全
部
で
四
巻

四
三
期
発
行
。

（
4
）「
新
月
」
創
刊
号
（
第
一
巻
第
一
号
）
は
目
次
順
に
、「
新
月
的
態
度
」（
巻
頭
言
、
徐
志
摩
に
よ
る
文
章
、
無
署
名
）、
巻
頭
論
文
「
文

学
的
紀
律
」（
梁
実
秋
）、
巻
頭
小
説
「
阿
麗
思
中
国
游
記
」（
沈
従
文
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
に
続
き
、
評
論
「
湯
麦
士
哈
代
（
ト

ー
マ
ス
・
ハ
ー
デ
ィ
）」（
徐
志
摩
）
が
あ
り
、
後
半
に
西
滢
（
陳
源
）、
胡
適
、
聞
一
多
ら
の
文
章
が
続
い
て
い
る
。

（
5
）『
沈
従
文
文
集
』
一
九
八
二
年
、
三
聨
書
店
・
花
城
出
版
社
連
合
編
集
。
引
用
は
二
一
四-

二
一
五
頁
。

（
6
）「
新
月
」
第
一
巻
第
二
号
は
目
次
順
に
、
巻
頭
論
文
「
文
人
有
行
」（
梁
実
秋
）、
第
二
論
文
「
元
稹
白
居
易
的
文
学
主
張
」（
胡
適
之
）

に
続
き
、
こ
の
凌
叔
華
の
小
説
「
瘋
了
的
詩
人
」
を
載
せ
て
い
る
。
な
お
こ
の
小
説
の
後
に
は
、
西
滢
の
小
説
「
成
功
」
が
掲
載
さ
れ
て
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お
り
、
凌
叔
華
の
当
時
に
お
け
る
評
価
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

（
7
）
凌
叔
华
作
品
选
『
中
国
现
代
文
学
作
品
原
本
选
印―

花
之
寺
，
女
人
，
小
哥
儿
』
一
九
八
六
年
人
民
文
学
出
版
社
刊
、
一
八
五

-

一

八
六
頁
。

（
8
）
胡
風
『
民
族
戦
争
與
文
藝
性
格
』
桂
林
南
天
出
版
社
一
九
四
三
、
二
三
頁
、
原
文
繁
体
字
。

（
9
）『
胡
风
全
集
』、
第
二
卷
、
湖
北
人
民
出
版
社
一
九
九
九
、
五
四
四
頁
。

（
10
）
一
九
三
八
年
か
ら
四
〇
年
代
の
初
め
ま
で
行
わ
れ
た
郭
沫
若
と
胡
風
と
の
執
拗
な
論
争
。
抗
戦
時
期
の
文
化
の
「
普
及
」
と
「
向
上
」

を
め
ぐ
る
も
の
。
一
九
三
八
年
一
月
、
郭
沫
若
は
「
抗
戦
と
文
化
問
題
」
と
い
う
論
文
の
中
で
、
現
在
中
国
に
必
要
な
の
は
、
文
化
の

「
普
及
」
で
あ
り
、
そ
れ
も
パ
ブ
ロ
フ
の
「
無
条
件
反
射
」
の
よ
う
に
、
敵
日
本
に
対
し
て
反
射
的
に
抗
戦
を
組
織
し
動
員
す
る
よ
う
な

体
制
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
文
化
の
質
の
「
向
上
」
を
唱
え
て
高
尚
な
論
理
に
ば
か
り
走
る
よ
う
な
知
識

人
達
は
、
当
面
す
る
普
及
の
任
務
を
軽
視
す
る
ば
か
り
で
な
く
阻
害
さ
え
す
る
よ
う
な
連
中
で
あ
り
、
そ
の
態
度
は
「
非
国
民
的
」
で
あ

っ
て
、
甚
だ
し
き
は
「
利
敵
行
為
の
嫌
疑
」
が
あ
る
と
見
ら
れ
て
も
仕
方
が
な
い
と
断
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
胡
風
は
、
後
に
「
持
久
抗

戦
中
の
文
化
運
動
を
論
ず
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
三
篇
の
論
文
の
中
で
、
名
指
し
こ
そ
し
な
か
っ
た
も
の
の
明
ら
か
に
郭
沫
若
の
論
文

を
踏
ま
え
て
、
徹
底
的
な
反
撃
を
し
た
。
特
に
そ
の
三
に
あ
た
る
「
普
及
も
向
上
も
必
要
」
の
中
で
は
、
実
際
の
戦
闘
に
お
い
て
は
安
易

な
「
無
条
件
反
射
」
論
の
よ
う
な
抗
戦
活
動
は
あ
り
え
ず
、「
普
及
」
に
名
を
借
り
た
人
民
大
衆
に
対
す
る
愚
民
政
策
は
必
ず
破
綻
す
る

と
説
き
、
よ
り
高
度
な
質
を
目
指
す
文
化
活
動
こ
そ
、
真
の
普
及
の
基
礎
だ
と
主
張
し
た
。
拙
論
「
抗
日
戦
争
初
期
に
お
け
る
重
慶
の
新

聞
雑
誌
事
情
と
小
説
「
南
京
」」（
藝
文
研
究
八
七
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
11
）
賈
植
芳
（
一
九
一
五
年
、
山
西
生
ま
れ
）
胡
風
派
の
文
学
者
。
小
説
家
、
文
学
評
論
家
、
翻
訳
家
。
中
国
比
較
文
学
会
会
長
、
上
海
復

旦
大
学
中
文
系
主
任
、
同
図
書
館
長
な
ど
を
歴
任
。
お
も
な
作
品
に
「
二
三
事
」「
人
的
悲
哀
」「
人
的
証
明
」『
獄
裏
獄
外
』
な
ど
。


